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様々な使用態様を有する介護べッドを提供する。 べッド本体2 2 と、一方及び他方の支持台1 1、
2 が設けられた介護べッド1 0 であって、べッド本体2 2 は矩形状の床部2 3 を有し、支持台 1 1、
2 には床部2 3 に接続され、ベッド本体2 2 を昇降させる昇降装置 1 6 が備えられ、支持台 1 1、 1

2 には、一対の支柱 1 3 a 、 3 b 1 4 a 、 1 4 b が上方に向かって設けられ、一方の支持台 1 1の
支柱 1 3 a 、 3 b及び他方の支持台1 2 の支柱 1 4 a 、 1 4 b の間には、梁部材 1 5 が設けられ、支
柱 1 3 a 、 1 3 b 、 1 4 a 、1 4 b及び梁部材 1 5 の少なくともいずれか一方には、懸架部材3 8 が着
脱自在に取り付けられる取付部 1 3 a 3、1 3 b 3、1 4 a 3、1 4 b 3が設けられ、ベッド本体2 2 が上
昇されたとき、床部2 3 と取付部との距離が縮まり、ベッド本体2 2 が下降されたとき、床部2 3 と取
付部との距離が離れる。



明 細 書

発明の名称 ：介護べ ッ ド

技術分野

[0001 ] この発明は、介護ベ ッ ドに関 し、詳 しくは、簡単な構造でベ ッ ドの昇降が

可能であって、要介護者が介護べ ッ ド上か ら移動することな く排泄処理や入

浴が可能であ り、洗浄も容易に行える介護べ ッ ドに関する。

背景技術

[0002] 従来、介護べ ッ ドは、要介護者が就寝するべ ッ ド部分を昇降できる機能を

有 している。ベ ッ ド部分を昇降するようにすることで、要介護者は車椅子 と

の間で容易に移動することができる。 また、ベ ッ ドの位置を就寝中は低 くす

ることで要介護者 に安心感を与え、介護者が介護 をするときは高 くすること

で、介護 しやす くすることができるようになつている。

[0003] また、要介護者、特 に高齢や身体の障害のため寝たきりとなつた要介護者

の介護 において、排泄の処理や、入浴及びシャワーを行 うことは、介護者 に

よってなされている。要介護者 を在宅介護するような場合、その介護者は要

介護者の配偶者や親族など身内のものである場合が多 く、近年では、要介護

者 と同様 に高齢者が介護 を行 う割合が増え、 また、介護者が一人である場合

も増えてきている。そのため、要介護者の排泄処理や入浴等の介護は非常に

重労働であ り、要介護者のみな らず、介護者 にも精神的、肉体的な疲労ゃス

トレスを受けることが多 くなつている。

[0004] なお、 このような介護の実情 をふ まえ、国が介護保険制度 を設けた り、民

間による介護へルバ一など介護サ一 ビス業者が補助 した りする場合もある。

しか し、介護保険制度では適用範囲に限界があ り、 また、介護サー ビス業者

に依頼する場合は多額の費用がかかる。

[0005] そのため、 このような介護者 を補助するために、下記特許文献 1 には、浴

槽ゃ トイ レと して使用することができ、介護 を必要 とする人に好適な介護用

べ ッ ドにかかる発明が開示されている。 この介護用べ ッ ドでは、基台の周縁



部に、側壁を上下方向に回動自在に設け、この側壁を含めて上記基台の上面

を、防水性シー トで被覆 し、この基台から垂れ下がる防水性シー トの垂下部

を、上記側壁に取り付け、この基台に、上記防水性シー トの上面から基台の

下方に抜ける排泄口を形成 し、蓋を着脱可能に取り付けて介護用べッドが構

成されている。下記特許文献 1 に記載の介護用ベッドによれば、側壁を上方

へ回動 して固定すると、防水性シ一 卜の垂下部が側壁とともに基台の上方へ

立ち上げられて堰が形成されるので、この堰に囲まれた部分に給湯を行うこ

とで入浴が可能となり、また、上記排泄口から蓋を取り外すと、排泄等も可

能であるとされており、べッドから移動させることなく種々の介護ができる

ので、介護を受ける人にとっても介護者にとつても負担が少ないとされてい

る。

[0006] また、下記特許文献 2 には、排泄物の排出、入浴等をベッドをそのまま使

用 して行うことができるようにした多用途性を備えた病臥者用のべッドの発

明が開示されている。このべッドによれば、簀子状マツ卜及び支承板の中央

部には排泄物の排泄孔を穿設 し、而も支承板の下面に位置する排泄物収容具

の上面には洗浄水及び乾燥用温風の吹き出しを行う供給管の吹き出し口を装

着 したので病臥者が特に起き上がることなく寝姿のまま排泄を行い且つその

後の清浄処理を行うことができることとなり、重度障害者や身体の自由が効

かない重病人でもそのまま衛生的に洗浄乾燥等の処置を行うことができ、ま

た、バスセッ卜内に温湯の供給をおこなった後に支承板の取り外 しを行えば

、病人は簀子状マツ卜に寝たままで直ちに入浴洗浄を行うことができるとさ

れている。

先行技術文献

特許文献

[0007] 特許文献1 ：特開平 1 1 —2 0 6 8 2 2 号公報

特許文献2 ：特公昭 6 1 —0 3 6 9 3 8 号公報

発明の概要



発明が解決 しょうとする課題

[0008] しか し、上記特許文献 1及び 2 に開示 されているベ ッ ド等では、入浴する

際、ベ ッ ド自体が水没 して しまうため、防水や耐水の加工が施 されていても

ベ ッ ドの洗浄や メ ンテ ナ ンス に介護者の労力が割かれ、 また、維持費用も高

価 となる。 また、べ ッ ドは入浴中のお湯 と接触するため、雑菌の繁殖のおそ

れもあ り、抗菌加工 しただけでは全ての雑菌の繁殖 をな くすのは困難であ り

、感染病 を引 き起 こすおそれもある。 さ らに、要介護者の一部分 を清浄 した

い場合、例 えば洗髪や腰周 り、及び脚部の洗浄 を行 うためには、 その部分 を

洗 うための準備 をする必要があ り、要介護者及び介護者の手間 と労力がかか

る。 また、浴槽 を利用する場合 と排泄の処理 をするための構造が異なるので

、構造が複雑 とな り、高価 となる。 さ らに、操作が複雑であると介護者が使

用 し難 く、誤操作 をすると要介護者が負傷するおそれもある。

[0009] 発明者 は、上記のような従来技術の課題 を解決するために種 々検討 を重ね

た結果、要介護者 を在宅で排泄処理や入浴等の介護 をする介護者の負担 を減

らすため、介護べ ッ ドのべ ッ ド部分 を昇降させる構造 を簡単 にすると共 に、

要介護者が使用する介護べ ッ ドに貯水槽 を設 け、 この貯水槽 と対応する部分

のべ ッ ドを複数 に分割 された着脱 自在なマ ツ 卜で覆 い、介護の使用態様 に合

わせマ ツ 卜の取 り外 し範囲が選択で きるようにすることで、排泄処理 に伴 う

要介護者の洗浄や、洗髪、足の洗浄及び足湯等が行え、且つ、貯水槽の洗浄

も行えるようになる。 また、ベ ッ ドを昇降させるだけで要介護者 を吊 り上 げ

た り降 ろ した りする構造 を採用することで、要介護者の入浴が容易になるだ

けでな く、マ ツ 卜の交換や貯水槽の洗浄が容易に行 うことがで きるようにな

る。 さ らに、ベ ッ ドの機能 を追加で きるような構造 とすることで、要介護者

の介護の状態 に応 じて機能 を有するべ ッ ドを提供することがで きる。すなわ

ち、要介護者が現在 は寝た きりの状態でな くても、介護進度が進んだ場合 に

寝た きりの介護 にも対応で きるように、例 えばべ ッ ドに入浴で きる機能 を追

加 した り、 また、介護者が一人であ っても介護で きるように、介護者 を容易

に吊 り上 げる機能 を追加で きることを見出 し、本発明を完成するに至 ったの



であ る。

[001 0] す なわち、本発 明の 目的は、介護ベ ッ ドの構造 を簡単 に して介護者 の負担

を減 ら して要介護者 の介護 を行 うことがで き、 また、要介護者 が寝 た き りと

な った場合 で も、在宅 で排泄処理 や入浴等 の介護 を行 うことがで き、構造 が

簡単 で製作 に費用がかか らず メ ンテ ナ ン ス も容易であ り、 さ らに、要介護者

の介護進度 に合わせ必要 な構成 が柔軟 に追加 で き、現在 の使 用 している状態

か ら進化 させ る ことがで きる介護べ ッ ドを提供 す る ことにあ る。

課題を解決するための手段

[001 1] 上 記課題 を解決 す るため に、本発 明の第 1 の態様 の介護べ ッ ドは、べ ッ ド

本体 と、前記べ ッ ド本体 の長手方 向の両端 が支持 され る一方 の支持台及び他

方 の支持台 が設 け られた介護べ ッ ドであ って、

前記べ ッ ド本体 は要介護者 が寝 られ る所定面積 及び厚 さを有 す る矩形状 の

床部 を有 し、

前記一方及び他方 の支持台 には、前記床部 に接続 され、前記べ ッ ド本体 を

昇降 させ る昇降装置 がそれ ぞれ備 え られ、

前記一方及び他方 の支持台 には、前記べ ッ ド本体 の短手方 向 において所定

の間隔 を隔てた一対 の支柱 がそれ ぞれ上方 に向か って設 け られ、

前記一方 の支持台 の前記一対 の支柱 及び他方 の支持台 の前記一対 の支柱 の

間 には、梁部材 がそれ ぞれ設 け られ、

前記各支柱 及び前記梁部材 の少な くともいずれか一方 には、懸架部材 が着

月兑自在 に取 り付 け られ る取付部 が設 け られてお り、

前記昇降装置 によ り前記べ ッ ド本体 が上昇 された とき、前記床部 と前記取

付部 との距離 が縮 ま り、前記ベ ッ ド本体 が下降 された とき、前記床部 と前記

取付部 との距離 が離 れ る ことを特徴 とす る。

[001 2] また、 第 2 の態様 の介護べ ッ ドは、 第 1 の態様 の介護べ ッ ドにおいて、前

記懸架部材 は、前記要介護者 を吊 り上 げるための吊 り上 げ部材 を構成 す る一

対 のベル 卜体 であ り、

前記ベル 卜体 は、前記一方 の支持台側 の前記取付部 と前記他方 の支持台側



の前記取付部との間の長手方向に沿つて取 り付けられ、

前記昇降装置により前記べッ ド本体が上昇されたとき、前記べッ ド本体と

前記吊り上げ部材との距離が縮まり、前記ベッ ド本体が下降されたとき、前

記ベッ ド本体と前記吊り上げ部材との距離が離れることを特徴とする。

[001 3] また、第 3 の態様の介護ベッ ドは、第 2 の態様の介護ベッ ドにおいて、前

記ベル 卜体は、前記取付部に取 り付けられる側の取付けベル 卜体と、吊り上

げ部材と一体とされている側の吊り上げベル 卜体とに分割されており、前記

取付けベル 卜体と前記吊り上げベル 卜体とは、着脱自在に接続されているこ

とを特徴とする。

[0014] また、第 4 の態様の介護ベッ ドは、第 2 の態様の介護ベッ ドにおいて、前

記ベル 卜体は、前記取付部に取 り付けられる側の取付けベル 卜体と、吊り上

げ部材と一体とされている側の吊り上げベル 卜体とに分割されており、

前記吊り上げベル 卜体の前記取付けベル 卜体と連結される端部側はリング

状に形成され、

前記取付けベル ト体は、前記支柱及び前記梁部材の少なくともいずれか一

方の前記取付部を巻き回すると共に、前記吊り上げベル 卜体の前記 リング状

の端部側を揷通されて環状となるように前記取付けベル 卜体の端部同士が着

脱自在に結合されていることを特徴とする。

[001 5] また、第 5 の態様の介護ベッ ドは、第 2 の態様の介護ベッ ドにおいて、前

記床部の長手方向の一方の端部及び他方の端部には、前記ベル 卜体が取 り付

けられる床部取付部が設けられていることを特徴とする。

[001 6] また、第 6 の態様の介護ベッ ドは、第 5 の態様の介護ベッ ドにおいて、前

記ベル 卜体は、前記取付部に取 り付けられる側の取付けベル 卜体と吊り上げ

部材と一体とされている側の吊り上げベル 卜体とに分割されており、前記取

付けベル 卜体と前記吊り上げベル 卜体とは、着脱自在に接続されていること

を特徴とする。

[001 7] また、第 7 の態様の介護べッ ドは、第 1 の態様の介護べッ ドにおいて、前

記懸架部材は、前記要介護者を吊り上げるための少なくとも 1 つの吊り上げ



部材に着脱自在に装着された一対の棒状体であり、

前記棒状体は、前記一方の支持台側の前記取付部と前記他方の支持台側の

前記取付部との間の長手方向に亘つて取り付けられ、

前記昇降装置により前記べッド本体が上昇されたとき、前記べッド本体と

前記吊り上げ部材との距離が縮まり、前記ベッド本体が下降されたとき、前

記ベッド本体と前記吊り上げ部材との距離が離れることを特徴とする。

[001 8] また、第 8 の態様の介護ベッドは、第 1 ~ 7 のいずれかの態様の介護べッ

ドにおいて、前記床部には開口部が形成され、

前記開口部には、前記開口部側が開口し、底部に開閉自在の排水口が設け

られた箱状の貯水槽が前記床部に着脱自在に支持固定されて設けられ、

前記貯水槽の上側には、マツ卜が着脱自在に載置される複数に分割された

枠体が前記開口部を覆うように着脱自在に設けられていることを特徴とする

[001 9] また、第 9 の態様の介護ベッドは、第 8 の態様の介護ベッドにおいて、前

記べッド本体は、前記床部の各端辺から下方に垂下 して形成された側面部を

有 しており、前記側面部の内側に前記貯水槽を支持する支持部材が設けられ

ていることを特徴とする。

[0020] また、第 1 0 の態様の介護べッドは、第 1 の態様の介護べッドにおいて、

前記床部には、マツ卜が着脱自在に載置される複数に分割された枠体が着脱

自在に設けられ、

前記懸架部材は、前記一対の支持台のいずれか一方側の前記支持台に設け

られた前記支柱に取り付けられる接続部材であり、

前記接続部材の前記支柱に取り付けられた側とは反対側は、前記枠体の両

側端部に取り付けられており、

前記昇降装置により前記べッド本体が下降 したとき、前記べッド本体に対

して前記接続部材が取り付けられた前記支柱が上昇することにより、前記接

続部材が前記枠体を引き上げることにより前記枠体が傾斜されることを特徴

とする。



[0021 ] また、第 1 1 の態様の介護べッドは、第 1 の態様の介護べッドにおいて、

前記床部には、マツ卜が着脱自在に載置される複数に分割された枠体が着脱

自在に設けられ、

前記支柱は長尺に形成され、

前記長尺の支柱の前記取付部には前記一方の支持台側と前記他方の支持台

側の各支柱を繋 ぐ前記棒状体が前記べッド本体の長手方向に亘つてそれぞれ

取り付けられ、

前記棒状体には、前記枠体の端部と連結された連結部材がそれぞれ取り付

けられており、

前記昇降装置により前記支柱が上昇 し、前記棒状体が上昇すると共に前記

連結部材が取り付けられた前記枠体が引き上げられ、前記枠体が傾斜される

ことを特徴とする。

[0022] また、第 1 2 の態様の介護ベッドは、第 2 、 5 、 7 、 1 0 又は 1 1 の態様

の介護べッドにおいて、前記一対の支持台には、前記べッド本体と前記支柱

とを連動させる伝達機構がそれぞれ設けられ、

前記伝達機構は、

一端が前記べッド本体から下方に延設された延設部材の下方端部と、他方

が前記支柱の下方端部が前記支持台を貫通 して設けられた前記支柱の下方端

部と、がそれぞれ回動可能に連結された回動部材を有 し、

前記回動部材は、前記支持台内に固定された固定部材に前記回動部材が所

定位置を中心に回動可能に取り付けられており、

前記昇降装置により前記べッド本体が上昇 したときは、前記べッド本体か

ら延設された延設部材が上昇 し、前記回動部材が回動することで前記支柱は

下降 し、前記ベッド本体が下降 したときは、前記べッド本体から延設された

前記延設部材が下降 し、前記回動部材が回動することで前記支柱が上昇する

ことを特徴とする。

[0023] また、第 1 3 の態様の介護べッドは、第 1 2 の態様の介護べッドにおいて

、前記回動部材は、前記回動部材の長さ方向の両端部側にはそれぞれ前記長



さ方向と平行な 1対の摺動溝が形成され、前記支柱の下部に形成された第 1

支点と、前記べッド本体の床部から下方に延設された延設部材の下部又は側

面部の下部に形成された第 2 支点とが、前記一対の摺動溝にそれぞれ摺動可

能に組み合わされており、

前記回動部材が回動されるとき、前記第 1支点及び前記第 2 支点が前記摺

動溝内を回動しながら摺動されることを特徴とする。

[0024] また、第 1 4 の態様の介護べッドは、第 1の態様の介護べッドにおいて、

前記床部には、マツ卜が着脱自在に載置される複数に分割された枠体が着脱

自在に設けられ、

前記ベッド本体には、前記枠体の一部を傾斜させ、リクライニングを行う

ことができるリクライニング機構が前記べッド本体の両側面に設けられてい

ることを特徴とする。

[0025] また、第 1 5 の態様の介護べッドは、第 1 4 の態様の介護べッドにおいて

、前記リクライニング機構は、前記ベッド本体の下面に設けられたベース部

材と、第 1頂点部分、第 2 頂点部分及び第3 頂点部分を有する略三角形状の

板状体で形成されたカムプレー卜と、前記支持台の側面に設けられたァクチ

ユエ一夕と、前記ァクチユエ一タにより出し入れされる作動杭と、前記作動

杭の先端部と前記べ一ス部材との間に回動自在に設けられた板状体のリンク

ビームと、前記作動杭の先端部と前記カムプレ一卜の第 2 頂点部分との間に

回動自在に設けられた板状体のリンクプレ一卜と、前記カムプレー卜の第 1

頂点部分と第3 頂点部分との間に曲線状に形成された移動溝と、前記移動溝

を移動する移動軸を有し、前記べッド本体の上面から突出される棒状のシャ

フ卜を有し、

前記カムプレ一卜は前記第 1頂点部分の近傍に形成されたカム支点と前記

ベ一ス部材が回動自在に取り付けられており、

前記ァクチユエ一タにより前記作動杭が引き入れられるとき、前記リンク

プレー卜の動きにより前記カムプレー卜が前記カム支点を軸に回動し、前記

移動溝内を前記移動軸が移動することで前記シャフ卜が突出され、前記作動



杭が押 し出されるとき、前記シャフ卜が戻されることを特徴とする。

[0026] また、第 1 6 の態様の介護べッドは、第 1 0 、 1 1 、 1 4 又は 1 5 の態様

の介護べッドにおいて、前記床部には開口部が形成され、

前記開口部には、前記開口部側が開口し、底部に開閉自在の排水口が設け

られた箱状の貯水槽が前記床部に着脱自在に支持固定されて設けられ、

前記貯水槽の上側に、前記枠体が前記開口部を覆うように着脱自在に設け

られていることを特徴とする。

[0027] また、第 1 7 の態様の介護べッドは、第 1 6 の態様の介護べッドにおいて

、前記ベッド本体は、前記床部の各端辺から下方に垂下して形成された側面

部を有 しており、前記側面部の内側に前記貯水槽を支持する支持部材が設け

られていることを特徴とする。

[0028] また、第 1 8 の態様の介護べッドは、第 1 の態様の介護べッドにおいて、

前記べッド本体には、前記一方及び他方の支持体が覆われるへッドボー ド及

びフッ卜ボー ドが設けられ、

前記へッドボ一ド及びフッ卜ボー ドの上面は、前記床面より高位置の同じ

高さに形成されており、

前記支柱は、前記へッドボ一ド及び前記フッ卜ボー ドの前記上面が貫通さ

れていることを特徴とする。

[0029] また、第 1 9 の態様の介護べッドは、第 1 の態様の介護べッドにおいて、

前記支柱は、前記べッド本体から現れる部分と、前記支持台内で駆動する部

分とで分割可能にされていることを特徴とする。

[0030] また、第 2 0 の態様の介護べッドは、第 1 の態様の介護べッドにおいて、

前記一対支持台に設けられた各前記昇降装置は、動作が連動されていること

を特徴とする請求項 1 に記載の介護べッド。

[0031 ] また、第 2 の態様の介護べッドは、第 1 の態様の介護べッドにおいて、

前記べッド本体、前記支持台及び前記支柱は、木製、革製、金属製、合成樹

脂性のいずれか又はこれらの組み合わせであることを特徴とする。

[0032] また、第 2 2 の態様の介護べッドは、第 1 、 1 8 又は 2 1 の態様の介護べ



ッドにおいて、前記支柱は長尺に形成され、

前記長尺の支柱の前記取付部には前記一方の支持台側と前記他方の支持台

側の各支柱を繋ぐ前記棒状体が長手方向に亘つてそれぞれ取り付けられ、

前記長尺の支柱及び前記棒状体には、生活用品が設置されることを特徴と

する。
[0033] また、第 2 3 の態様の介護べッドは、第 1の態様の介護べッドにおいて、

前記昇降装置の動作を制御する制御部が備えられた安全装置を有し、

前記昇降装置を停止させる信号を前記安全装置に入力するセンサーが少な

くとも 1つ設けられていることを特徴とする。

発明の効果
[0034] 第 1の態様の介護べッドには、昇降装置の昇降に合わせて昇降するべッド

本体を有し、このべッド本体の床部の上面に対してべッド本体の昇降と相反

する動作をする支柱及びこの支柱同士に架け渡された梁部材が設けられてお

り、この支柱及び梁部材に懸架部材が取り付けられる取付部が設けられてい

る。そのため、第 1の態様の介護ベッドによれば、この懸架部材に、例えば

、吊り上げ部材を吊り上げる棒状体やベル 卜体、ベッド本体をリクライニン

グさせるための接続部材等を取り付けることで、様々な使用方法が可能な介

護ベッドを提供することができる。また、ベッド本体が昇降可能となされて

いるので、要介護者が就寝する場合はべッド本体を降ろした状態とすること

で、要介護者が介護ベッドからの落下し難くすることができると共に、要介

護者の起立ないし車いす等への移乗を容易にすることができる。また、介護

を要する場合は、べッド本体を高くした状態とすることで介護者が起立した

状態で要介護者の介護を行い易くなる。なお、支柱は、支持台の側面に設け

るようにすることもでき、また、支持台の上側に設けることもできる。支柱

が支持台の上側に設けられている場合は、床部に支柱が貫通できるような貫

通口を形成するようにしてもよい。

[0035] また、第 2 の態様の介護ベッドによれば、一方の支持台及び他方の支持台

のそれぞれの支柱及び梁部材の少なくともいずれか一方に懸架部材としての



ベル ト体を有する吊り上げ部材が取り付けられているので、要介護者を吊り

上げ部材に寝かせた状態でベッド本体を下降させることによって吊り上げる

ことができる。このようにすることで、床部上に敷いた布団やマット等の交

換及び床部上の清掃等を容易に行うことができる。

[0036] また、第 3 の態様の介護べッドによれば、吊り上げ部材のベル 卜体が長く

なると、要介護者に当たったり、絡まったりするような危険があるが、ベル

卜体が分割されているために、このような危険が抑制され安全性を高めるこ

とができる。

[0037] また、第 4 の態様の介護ベッドによれば、取付けベル ト体を環状にして介

護ベッドの支柱もしくは梁部材に取り付けるので、支柱及び梁部材には、こ

の環状にした取付けベル 卜体のずれ等を抑制する部分を設けるだけで、特別

な構造を設ける必要がなく、また、取付けベル ト体の着脱も容易となる。

[0038] また、第 5 の態様の介護ベッドによれば、ベル ト体を床部の床部取付部に

取り付け、支柱に渡 した梁部材を介 して吊り上げ部材を設置する構成とする

ことができるようになり、介護べッドの設計の幅を広げることができるよう

になる。

[0039] また、第 6 の態様の介護べッドによれば、吊り上げ部材のベル 卜体が長く

なると、要介護者に当たったり、絡まったりするような危険があるが、ベル

卜体が分割されていることにより、このような危険が抑制され安全性を高め

ることができる。

[0040] また、第 7 の態様の介護ベッドによれば、一方の支持台及び他方の支持台

のそれぞれの支柱及び梁部材の少なくともいずれか一方に懸架部材としての

棒状体が渡 してあり、この棒状体に吊り上げ部材が懸架されている。これに

より、要介護者を吊り上げ部材に寝かせた状態でべッド本体を下降させるこ

とによって吊り上げることができるため、床部上に敷いた布団やマツ卜等の

交換及び床部上の清掃等を容易に行うことができる。

[0041 ] また、本発明の第 8 の態様の介護ベッドによれば、ベッド本体の床部に貯

水槽が設けられているため、べッド本体の開口部が形成された部分に設けら



れた要介護者の腰部分のマットを取り外すことで、要介護者は、枠体の隙間

を通して開口部の下に設けられた貯水槽に排泄することができるようになり

、移動することなく容易に排泄を行うことができるようになる。また、介護

者は、貯水槽の排泄物を簡易シャワー等の水で流すことで排水口及び排水管

を通して、容易に排泄物を処理することができると共に、貯水槽を清潔に洗

浄することができ、要介護者の腰周りの洗浄も、要介護者の腰部のマットを

外すだけで容易に行うことができるようになる。さらに、要介護者の頭部側

のマツ卜を外すことで、要介護者の洗顔及び洗髪を容易に行うことができる

ようになる。また、貯水槽に溜まった排水等は、貯水槽に設けられた排水管

の先端に簡易ポンプ等を接続し、排水口を開成することで容易に行うことが

でき、家の改築や配管工事等を行う必要がなくなる。さらにまた、吊り上げ

部材を用いた場合には、要介護者を吊り上げ部材に寝かせた状態でべッド本

体を下降させることによって吊り上げ、床部のマツ卜及び枠体をすベて取り

外し、床部の下の貯水槽にお湯を貯水しておき、ベッド本体を上昇させるこ

とで、床部の開口部から、貯水槽のお湯に要介護者を容易に入れることがで

き、要介護者の全身の入浴を容易に行うことができるようになる。なお、マ

ッ卜をすベて取り外し、すべての枠体を載置した状態とすることで、簡易シ

ャヮ一等を用いて要介護者の全身のシャワーを行うこともできるようになる

[0042] また、第 9 の態様の介護べッドによれば、貯水槽はべッド本体の床部の下

部だけでなく、側面部の内側に設けられた支持部材によっても支持されるの

で、大きな重さにも耐えられるようになる。

[0043] また、第 1 0 の態様の介護べッドによれば、べッド本体の昇降に応じて枠

体を傾斜させることができ、簡単な構造で要介護者をリクライニングした状

態に配置することができるようになる。

[0044] また、第 1 1の態様の介護べッドによれば、長尺に形成した支柱にべッド

本体の長手方向に棒状体を渡し、この棒状体とリクライニングが行われる枠

体とを連結部材で連結させることで、ベッド本体の下降に伴い支柱及び棒状



体が上昇することで連結部材が弓Iき上げられると共に枠体も引き上げられ、

リクライニングを行うことができるようになる。そのため、簡単な構造でリ

クライニングをすることができ、介護べッドの製造コストを抑えることがで

きるようになる。

[0045] また、第 1 2 の態様の介護ベッドによれば、ベッド本体に設けられた伝達

部材と一方の支持台及び他方の支持台に設けられた各支柱とが回動部材を介

して連結されているので、べッド本体の昇降に連動して各支柱が移動するよ

うになる。すなわち、ベッド本体が上昇したとき、支柱は下降し、反対に、

ベッド本体が下降したとき、支柱は上昇するようになるため、ベッド本体の

昇降する距離、すなわち昇降装置の移動距離が短くても、支柱の移動距離を

多くすることができるようになる。そのため、介護ベッドを低く形成しても

、大きな昇降を行うことができ、要介護者の就寝時は低い状態として、落下

等の不安をなくし、また、介護を受けるときは、高い位置に上昇させること

で介護者が介護しゃすくなる。

[0046] 従来の伝達機構を用いると伝達機構が回動する場合、伝達機構に連結され

ている回動部分は回転に応じて回動部材の幅まで広がるため、支柱等を往復

移動ができるような構造にする必要があった。それに対し、第 1 3 の態様の

介護べッドにおいては、伝達機構として回動部分が連結される回動部材に摺

動溝が形成されているものを用いているので、この摺動溝を各回動部分が摺

動することで、支柱等の回動部分は上下動するだけでよくなり、往復移動す

るような構造を設けなくても済むようになる。そのため、第 1 3 の態様の介

護べッドによれば、簡単な構成の回動部材でべッド本体の昇降動作と各支柱

の逆方向への昇降を同時に制御することができるようになる。なお、伝達機

構は、固定部材が配置される位置及び回動部材の軸支される位置を変更する

ことで、支柱の昇降距離とべッド本体の昇降距離の比を変更することができ

るようになる。

[0047] また、第 1 4 の態様の介護べッドによれば、介護べッドにリクライニング

機構を設けることができ、要介護者が快適に使用でき、また、介護者が介護



しゃすい介護べッドを提供することができるようになる。

[0048] また、第 1 5 の態様の介護べッドによれば、介護べッドに設けたリクライ

二ング機構は、多くの部材が板状体であり、これらの部材を組み合わせるこ

とで構成されているので、べッド本体の両側へ設置するためのスペースを小

さくすることができ、介護べッドの小型化を図ることができる。

[0049] また、第 1 6 の態様の介護べッドによれば、べッド本体に貯水槽が設けら

れているので、この貯水槽とリクライニングを組み合わせた使用態様、例え

ば、要介護者の脚部側のマッ卜及び枠体を取り外 した状態でリクライニング

を行うことで、要介護者は背もたれが設けられた状態で脚を曲げて座ること

ができるようになる。そのため、要介護者を椅子に座った状態として使用で

きる介護べッドを提供することができる。

[0050] また、第 1 7 の態様の介護ベッドによれば、貯水槽はベッド本体の床部の

下部だけでなく、側面部の内側に設けられた支持部材によっても支持される

ので、大きな重さにも耐えられるようになる。

[0051 ] また、第 1 8 の態様の介護べッドによれば、介護べッドにへッドボ一 ド及

びフッ卜ボー ドを設けても、同様の効果を奏する介護べッドを提供すること

ができる。

[0052] また、第 1 9 の態様の介護べッドによれば、支柱をべッド本体から現れる

部分と、支持台内で駆動する部分とで分割可能とすることで、支柱が必要で

ない場合にべッド本体から現れる部分を取り外 しておくことで、介護者が介

護をしやすくなり、また、外観もすつきりするようになる。

[0053] また、第 2 0 の態様の介護ベッドによれば、一方の支持台に設けられた昇

降装置と他方の支持台に設けられた昇降装置の昇降が連動されているので、

べッド本体の昇降を床面と平行に行うことができ、要介護者が傾き無理な姿

勢となることを抑制することができるようになる。

[0054] また、第 2 1 の態様の介護べッドによれば、介護べッドの外観を木製、革

製、金属製、合成樹脂性のいずれか、又はこれらを組み合わせて形成するこ

とができるので、見た目に温もりがあり、高級感を与えることができるので



、屋内のインテ リアとして違和感なく設置することができ、要介護者及び介

護者にゆとりを与えることができる。なお、木材としては、檜や杉等を用い

ることができ、耐水性を向上させるために樹脂を含浸又は塗布 したものも用

いることができる。また、革材などによる表面処理を行うこともできる。更

に、合成樹脂材に木目などの加工をすることもできる。

[0055] また、第 2 2 の態様の介護ベッドによれば、従来の介護ベッドでは設置す

ることが困難な、テレビや鏡、各種棚等の生活用品を設置できるようになる

と共に、介護者の介護の必需品を置いておくこともできるので、要介護者に

快適であり、また、介護者も介護 しやすい介護ベッドを提供することができ

る。さらに、生活用品の他、 リハビリ用の器具等も設けるようにすることも

でき、介護べッドでリハビリを行うことができるようになる。

[0056] また、第 2 3 の態様の介護ベッドによれば、介護ベッドに設けられたセン

サ一に想定と異なる信号が入力されたとき、安全装置に備えられた制御部に

より介護べッドの昇降装置の動作を停止させることができるので、安全性を

高めることができる。なお、安全装置の制御部は昇降装置以外の動作を制御

することもでき、例えば、 リクライニングの動作制御や入浴中に溺れそうに

なったり、べッド本体から落下 しそうになつたときに各動作を停止 したり、

プザ一等の警報を鳴らすようにすることもできる。

図面の簡単な説明

[0057] [ 図1] 実施形態 1 にかかる介護べッドの斜視図である。

[ 図2] 実施形態 1 にかかる介護べッドの分解図である。

[ 図3] 図 3 A は図 1 のΠΙΑ - ΠΙΑ 線での断面図であり、図 3 B は図 3 A から続

く使用状態を示す断面図である。

[ 図4] 図4 A は図 1 の IVA - IVA線での断面図であり、図4 B は図4 A から続 く

使用状態を示す断面図である。

[ 図5] 図 5 A は実施形態 1 にかかる介護べッドの使用態様を示す斜視図であり

、図 5 B は図 5 A に続 く流れを示 した斜視図である。

[ 図6] 図 6 A は実施形態 1 の介護べッドの他の使用態様を示す斜視図であり、



図 6 B は 図 6 A とは異 な る使 用態様 を示 した斜 視 図 で あ り、 図 6 C は 図 6 A

とは さ らに異 な る使 用態様 を示 した斜 視 図 で あ り、 図 6 D 、 図 6 E は枠 体 の

他 の例 を示 した もの で あ る。

[ 図 7 ] 図 7 A 〜 図 7 E は要 介 護 者 を含 め た使 用態様 を示 す一部 断面 で示 した側

面 図 で あ る。

[ 図 8 ] 図 8 A は棒 状 体 にハ ンモ ックを取 り付 けた状 態 を示 す斜 視 図 で あ り、 図

8 B はハ ンモ ックを分 割 した状 態 の斜 視 図 で あ り、 図 8 C はハ ンモ ックの側

面 図 で あ る。

[ 図 9] 図 9 A は介 護 べ ッ ドの シ ャ ワー を行 う使 用態様 を示 す 図 5 B に続 く流 れ

を示 す斜 視 図 で あ り、 図 9 B は 図 9 A に続 く流 れ を示 す斜 視 図 で あ る。

[ 図 10] 図 1 0 A は さ らに他 の形 状 のハ ンモ ックを示 した上 面 図 で あ り、 図 1

0 B は一 方 か らみ た側 面 図 で あ り、 図 1 O C は 図 1 O B の XC部 の拡 大 図 で あ

る。

[ 図 11] 図 1 1 A は さ らに他 の形 状 のハ ンモ ックを示 した上 面 図 で あ り、 図 1

1 B は一 方 か らみ た側 面 図 で あ り、 図 1 1 C は 図 1 1 B の XIC 部 の拡 大 図 で あ

る。

[ 図 12 ] 図 1 2 六は 図 1 1 B に続 く流 れ を示 す斜 視 図 で あ り、 図 1 2 は 図 1

2 A に続 く流 れ を示 す斜 視 図 で あ る。

[ 図 13 ] 図 1 3 A は実 施 形 態 1 にか か る介 護 べ ッ ドの入浴 の使 用態様 を示 す斜

視 図 で あ り、 図 1 3 は 図 1 3 A に続 く流 れ を示 す斜 視 図 で あ る。

[ 図 14] 図 1 4 A は要 介 護 者 が入浴 した状 態 を示 す一部 断面 で示 した側 面 図 で

あ り、 図 1 4 は 図 1 4 A の状 態 か らハ ンモ ックを外 した状 態 を示 した 図 で

あ る。

[ 図 15] 図 1 5 A は さ らに他 の形 状 の貯 水槽 を示 す上 面 図 で あ り、 図 1 5 B は

図 1 5 A の XVB—XVB線 で の断面 図 で あ る。

[ 図 16] 図 1 6 六は 図 1 5 B の XVIA —XVIA 線 で の断面 図 で あ り、 図 1 6 B は 図

5 B の XVIB —XVIB 線 で の断面 図 で あ り、 図 1 6 C は 図 1 5 B の XVIC —XVIC

線 で の断面 図 で あ り、 図 1 6 は 図 1 5 B の XVID —XVID 線 で の断面 図 で あ り



、 図 1 6 E は図 1 6 A のXVIE 部 の拡 大 図であ り、 図 1 6 F は図 1 6 E の構成

を分離 した状 態 の断面 図であ り、 図 1 6 G は図 1 5 B のXVIG部 の拡 大 図であ

る。

[ 図 17] 図 1 7 A は さ らに他 のハ ンモ ックを上昇 させ た状 態 を示 した斜視 図で

あ り、 図 1 7 B は下降 させ た状 態 を示 した斜視 図であ る。

[ 図 18] 図 1 8 六は図 1 7 に示 したハ ンモ ックのベル ト体 の他 の構成 を示 した

斜視 図であ り、 図 1 8 は図 1 8 A のXVIIIB 部 の拡 大 図であ り、 図 1 8 C は

さ らに他 のハ ンモ ックのベル 卜体 を示 した斜視 図であ る。

[ 図 19] 図 1 9 Α は、他 のベル ト体 の構成 を示 した図 1 8 A に対応 す る図であ

り、 図 1 9 B は、 さ らに他 のベル ト体 を示 した図 1 8 A に対応 す る図であ る

[ 図20] 図 2 0 A は さ らに他 のハ ンモ ックを示 した図であ り、 図 2 0 B は図 2

0 A に示 したハ ン モ ッ ク の 使 用状 態 を示 した模 式 図であ る。

[ 図 2 1 ] 図 2 A は実施形 態 2 にかか る介護 べ ッ ドの リクライニ ングの使 用態

様 の流 れ を示 す斜視 図であ り、 図 2 1 B は図 2 1 A に続 く流 れ を示 す斜視 図

であ る。

[ 図22] 図 2 2 A は さ らに他 の リクライニ ングの構成 を示 した リクライニ ング

が され て いな い状 態 を示 した側 面 図であ り、 図 2 2 B は上面 一部 を拡 大 した

図であ り、 図 2 2 C は一部 を拡 大 した背面 図であ る。

[ 図23] 図 2 3 の リクライニ ングの構成 の リクライニ ングが され た状 態 の側 面

図であ る。

[ 図24] 図 2 4 A 〜 図 2 4 C は リクライニ ングの カム プ レー 卜の移 動溝 とシ ャ

フ 卜の移 動軸 との関係 を示 した拡 大側 面 図であ る。

[ 図25] 図 2 5 A は さ らに他 の リクライニ ングの平 坦 な状 態 を示 した側 面 図で

あ り、 図 2 5 B は リクライニ ングの上昇 した状 態 を示 した側 面 図であ る。

[ 図26] リクライニ ングの使 用態様 の一例 を示 した図であ る。

[ 図27] 図 2 7 A 〜 図 2 7 F は介護 べ ッ ドの安全構 造 を示 した ものであ る。

[ 図28] 安 全装 置 を示 した プ ロ ック図であ る。



[ 図29] 図 2 9 A 及び図 2 9 B は、介護べッドの変形例を示す斜視図である。

[ 図30] 図 3 0 A 及び図 3 0 B は、介護べッドの変形例の他の使用態様を示 し

た斜視図である。

[ 図3 1 ]介護べッドの変形例の分解図である。

[ 図32] 他の形状の介護べッドの変形例を示 した斜視図である。

[ 図33] さらに他の形状の介護べッドの変形例を示 した斜視図である。

発明を実施するための形態

[0058] 以下、図面を参照 して本発明の実施形態を説明する。但 し、以下に示す実

施形態は、本発明の技術思想を具体化するための介護べッドを例示するもの

であって、本発明をこれに特定することを意図するものではなく、本発明は

特許請求の範囲に含まれるその他の実施形態のものにも等 しく適用 し得るも

のである。

[0059] [ 実施形態 1 ]

図 1 〜図4 を参照 して、実施形態 1 の介護ベッド1 0 を説明する。図 1及

び図 2 に示すように、実施形態 1 の介護ベッド1 0 は、要介護者が就寝する

ためのべッド本体 2 2 と、べッド本体 2 2 が支持される一対の支持台 1 1、

1 2 がベッド本体 2 2 の長手方向の両端部に配置されており、さらに、格子

状の枠体 3 3 、マット3 6 をも備えている。

[0060] この一対の支持台 1 1、 1 2 には、図 3 に示すように、ベッド本体 2 2 を

昇降させる昇降装置 1 6 がそれぞれ設けられている。この昇降装置 1 6 は、

公知の電動ァクチユエ一タを備えている。なお、昇降装置 1 6 は、ベッド本

体 2 2 を昇降させることができるもの、例えば、ジャッキやウィンチ機構等

を用いることもできる。このジャッキやウィンチ機構は、電動のものでも手

動のものでもよく、電動のものであれば介護者は楽に昇降させることができ

、手動のものであれば安価に製造することができる。さらに、電動と手動と

を組み合わせたものでもよく、停電等の際、電動で行えないときは手動で行

えるようにすることもできる。なお、このァクチユエ一タゃジャッキ、ウイ

ンチ機構は公知であるので、その詳細な説明は省略する。以下、各構成につ



いて説明する。

[0061 ] まず、一対の支持台 1 1 、 1 2 について説明する。なお、一対の支持台 1

1 、 2 は、ベッド本体の長手方向の両端に配置されているが、構成は共通

するので、一方の支持台 1 1 (以下、単に 「支持台」という。）を代表 して

説明する。

[0062] 支持台 1 1 は、図 2 及び図 3 に示すように、ベッド本体 2 2 の長手方向と

直角の幅方向と略同じ長さを有 し、その内部にべッド本体 2 2 を昇降させる

昇降装置 1 6 が収められる空間を有する直方体で形成されている。この直方

体の矩形状の上面 1 1 a には、後述する支柱 1 3 a 、 1 3 b が貫通されて上

下動可能な一対の上面貫通口 1 1 a ，が形成され、また、昇降装置 1 6 の上部

のベッド本体 2 2 と連結された部分が移動する開口 1 1 a 2が支持台 1 1 の上

面の略中央部分に形成されている。

[0063] また、矩形状の上面 1 1 a の各周辺には、各側面部 1 1 b 、 1 1 c 、 1 1

d 、 1 1 e が形成されており、この各側面部 1 1 b ~ 1 1 e の上面と対向す

る下方側には、底面 1 1 f が設けられている。この底面 1 1 f は、部屋内の

床面上に設置される部分である。そのため、底面には床面と接する部分にい

くつかの脚部 1 1 f ，を設けるようにしてもよい。脚部 1 1 f ，を設けること

で、床面に傷がつくのを抑制することができる。

[0064] また、支持台 1 1 に設けられた一対の支柱 1 3 a 、 1 3 b は、それぞれ円

柱体で形成されており、その上部の一対の支柱が向かい合う方向には、べッ

ド本体の幅方向と平行に梁部材 1 5 が一対の支柱 1 3 a 、 1 3 b を渡すよう

に設けられている。また、一対の支柱 1 3 a 、 3 b の上端部 1 3 a い 1 3

b には、後述する棒状体 3 7 が取り付けられる取付部 1 3 a 3、 1 3 b 3 (図

9 参照）が設けられている。この棒状体 3 7 は一方の支持台 1 1 の一方の支

柱 1 3 a と他方の支持台 1 2 の一方の支柱 1 4 a のそれぞれの上端部に渡つ

てベッド本体の長手方向に沿って設けられる （図 9 参照）。また、支持台 1

の内側に設けられる昇降装置 1 6 についての詳細は後述する。

[0065] なお、この支柱は、介護ベッド1 0 の使用態様にあわせ着脱ができるよう



にしてもよい （図 3 0 参照）。さらに、支持台 1 1、 1 2 や支柱 1 3 a 、

3 b 、 1 4 a 、 1 4 b 等は抗菌処理がされていることが好ましく、抗菌処理

をすることで支持台及び支柱等を清潔に保つことができ、要介護者への感染

や支持台及び支柱等からの臭いを抑制することができる。

[0066] 次に、図 2 及び図4 を参照 して、ベッド本体 2 2 について説明する。べッ

ド本体 2 2 は、人が就寝可能な大きさの所定面積及び厚さの矩形状で形成さ

れた床部 2 3 を有 し、この床部 2 3 の中央部分に開口部 2 3 a が設けられて

いる。さらに、この床部 2 3 には、上述 した一対の支持台 1 1、 1 2 に設け

られた支柱 1 3 a 、 1 3 b 、 1 4 a 、 1 4 b が貫通する床部貫通口2 3 b が

各支柱 1 3 a 、 1 3 b 、 1 4 a 、 1 4 b に対応 して設けられている。また、

床部 2 3 に形成された開口部 2 3 a には、格子状の枠体 3 3 とマット3 6 が

着脱自在に設けられている。

[0067] 一方、矩形状の床部 2 3 の各端辺には、下方に垂下 した側面部 2 4 、 2 5

、 2 6 、 2 7 が床部 2 3 を囲むように設けられ、一方及び他方の支持台 1 1

、 1 2 を覆うように設けられている。この側面部 2 4 ~ 2 7 の下方の長さは

、べッド本体 2 2 が下方にあるときは各支持台の全部ないし略半分程度が覆

われ、また、上方にあるときは各支持台の上部が覆われる程度の長さとなる

。この側面部 2 4 ~ 2 7 は、特に、介護ベッド1 0 の外観を良好にする効果

があり、各支持台 1 1、 1 2 や貯水槽 2 8 が覆われるようになつており、要

介護者や介護者の邪魔とならないような各種装飾が施されるようにしてもよ

く、また、美観を有する形状としてもよい。なお、ベッド本体 2 2 は抗菌処

理がされていることが好ましく、抗菌処理をすることでべッド本体を清潔に

保つことができ、要介護者への感染やべッド本体からの臭いを抑制すること

ができる。

[0068] なお、べッド本体 2 と支持台 1 1、 1 2 は別体として構成されているた

め、修理や交換を行うときは、ベッド本体又は支持台の各構成ごとに行うこ

とができ、介護ベッド全体を修理、及び交換する必要が無 く、製造及び修繕

費用が抑えられる。また、一対の支持台は同一の構成を有するものを使用 し



ているので、製造の費用を抑えることができる。

[0069] 貯水槽 2 8 は、ベ ッ ド本体 2 2 の内側 に設けられ、床部 2 3 の開口部 2 3

a と対応 して上方が開口 した箱状体で形成 されている。 この貯水槽 2 8 の開

口 した部分には、開口の外側 に向かって突出 した板状の支持固定部 2 9 が外

周に沿 って設けられている。 この支持固定部 2 9 が床部 2 3 の下部 2 3 c に

支持固定される。 また、ベ ッ ド本体 2 2 の長手方向の対向する側面部 2 4 、

2 5 か らは、貯水槽 2 8 の下部 を支えるように、支持板体 3 0 が各側面部 2

4 、 2 5 に渡 って設けられてお り、貯水槽 2 8 の荷重を支えることができる

ようになつている （図 4 A 参照）。なお、貯水槽 2 8 は、ベ ッ ド本体の内側

に着脱 自在 に設けるように してもよい （図 3 1 参照）。その場合、べ ッ ド本

体の床部 を取 り外 し、貯水槽の着脱 を行 うようにする。 このようにすること

で、貯水槽が損傷 した場合や、他の機能が設けられた貯水槽 と取 り替えた り

、 さらに、後付で貯水槽 を取 り付けた りすることもできるようになる。

[0070] また、貯水槽 2 8 には、開閉自在の栓部材 3 a が設けられた排水 口 3

が設けられてお り、貯水槽 2 8 に水やお湯等の液体を溜めるときには栓部材

3 a を閉め、排水を行 うときには栓部材 3 a を開けることができるよう

になっている （図 1 6 G 参照）。 また、 この排水 口 3 には、排水管 3 2 が

接続 されてお り、 この排水管 3 2 は、排水タンクに接続 し排水を行 うことが

できるようになつている。なお、排水管 3 2 は、家屋内の排水が可能な下水

管等に直接接続するように してもよい。 さらに、貯水槽 2 8 は、要介護者が

入浴 した際、頭部側が傾斜するような傾斜部 2 8 a (図 2 参照）が形成 され

ている。 また、給水の場合も、排水 と同 じ容量、例えば 5 リッ トル〜 3 0 リ

ッ トル程度の給水用のタンクを設置することにより、 この給水タンクに小型

ポンプを設け、 この小型ポンプを介 して、シャワーなどの給水ができる。 こ

のように給水タンクを用いることで、給水管等の配管作業が不要 となる。

[0071 ] また、介護ベ ッ ド1 0 が トイ レと して使用される場合もあるため、貯水槽

2 8 は、排泄物の洗浄も行 うことができるようにするため、汚れ難 く、 また

、汚れても洗浄 しやすいようなコーテ ィングを施 してもよい。 さらにまた、



貯水槽 2 8 は、ベッド本体 2 2 の内側に支持固定されると共に、要介護者が

入浴も行うようにするため、貯水 した水の重さと要介護者の体重に耐えるこ

とが可能であり、且つ、軽量である材質、例えば、合成樹脂材ゃ金属製、例

えばステ ンレスで形成されることが好ましい。合成樹脂材であれば、汚染防

止目的のコーティングも行いやすくなり、また、ステ ンレスであれば、高い

強度の貯水槽を得ることができる。さらに、これらを波目状に形成すること

でより強度を上げることができる。また、貯水槽は抗菌処理がされているこ

とが好ましく、抗菌処理をすることで貯水槽を清潔に保つことができ、要介

護者への感染や貯水槽からの臭いを抑制することができる。

[0072] 次に、図 2 に示すように、格子状の枠体 （以下、単に 「枠体」とも言う。

) 3 3 は、ベッド本体 2 2 の床部 2 3 に形成された開口部 2 3 a を覆うと共

に、貯水槽 2 8 を覆うように、枠体 3 3 の外周に設けられた係止部 3 4 よつ

てベッド本体 2 2 に係止されるように構成されている。この枠体 3 3 は、複

数に分割されており、例えば、実施形態 1 では、要介護者の上半身部の枠体

3 3 a 、腰部の枠体 3 3 b 及び下肢部の枠体 3 3 c の 3 つの部分に分割され

ている。このように、枠体が分割されていることで、介護者が枠体を扱いや

すくなる。

[0073] この枠体 3 3 は、介護ベッド1 0 の使用態様によって、水等の液体に曝さ

れることが多くなるので、要介護者の体重を支えることができ、且つ、錡ゃ

腐食に強 く、また、着脱が容易に行えるように軽量な材質のもの、例えば、

強化ブラスチック等の合成樹脂材、ステ ンレス材ゃアルミニゥ厶合金等で形

成することが好ましい。また、枠体 3 3 の格子部分 3 5 は、要介護者がこの

枠体 3 3 の格子部分 3 5 に直接乗つても嵌り込まない幅で形成することが好

ましい。このとき、腰部に設けられた枠体 3 3 b では、この部分から排泄の

処理が行えるようにするため、格子に開口部 3 3 b ' を設けてもよく、また、

腰部に当る部分の形状を排泄の しゃすい形状、例えば、弁座の形状 （不図示

) に形成するようにしてもよい。このようにすることで、排泄時に排泄物が

枠体に付着するおそれを抑制 し、また、排泄を安心 して行うことができるよ



うになる。

[0074] また、マット3 6 は、図 2 に示すように、要介護者が就寝する部分であり

、格子状の枠体 3 3 の上側を覆うように着脱自在に載置されて設けられてい

る。このマット3 6 は、上述 した格子状の枠体 3 3 と同様に複数に分割され

て設けられ、例えば、実施形態 1 では、要介護者の上半身部のマット3 6 a

、腰部のマツ卜3 3 b 及び下肢部のマツ卜3 3 c の 3 つに分割されている。

このように、マットを分割することで、介護者がマットを扱いやすくなる。

なお、マットを分割する数は3 個に限られず、例えば、上半身部を2 つに分

割 し4 個としてもよく、また、それ以上でもよい。

[0075] 次に、実施形態 1 の介護ベッドの使用態様について説明する。図 5 に示す

実施形態 1 の介護べッド1 0 は、要介護者が就寝する際の状態を示 している

。すなわち、各支持台 1 1、 1 2 上に設けられたベッド本体 2 2 では、床部

3 の開口部 2 3 a のすベてを枠体 3 3 及びマツ卜3 6 で覆った状態である

。このとき、図 5 A 及び図 5 B に示すように、昇降装置 1 6 を操作 し、べッ

ド本体 2 2 の高さを変えることで、介護者が要介護者を介護 しやすい高さに

することができるようになる。例えば、要介護者の就寝時や車椅子と介護べ

ッドと間の移動時にはベッド本体 2 2 の高さを低 くするとよい。また、要介

護者が就寝 しているときは、に示すようにべッド本体に転落防止用の柵 3 9

を設けるようにする （図 2 9 A 参照）。なお、一対の支持台 1 1、 1 2 の内

部に設けられた昇降装置の使用態様については後述する。

[0076] また、ベッド本体 2 2 に設けられたマット3 6 は分割されているので、要

介護者の好みに合わせて素材や感触の異なるマットを分割された単位で交換

することもできる。例えば、反発係数の異なるもの、通気性の良好なもの、

防水性を有するもの、及び疾病を有する部位に応 じたもの等を選択すること

ができる。また、マット3 6 が分割されていることで、洗濯 乾燥が容易に

行うことができる。このようにすることで、要介護者の寝心地だけでなく、

介護者の介護の しゃすさにも良好な影響を与えることができる。なお、マツ

卜3 6 は抗菌処理がされていることが好ましく、抗菌処理をすることでマツ



卜を清潔に保つことができ、要介護者への感染やマツ卜からの臭いを抑制す

ることができる。

[0077] また、介護ベッド1 0 の他の使用形態として、図 6 A 及び図 7 A に示す介

護べッド1 0 では、要介護者 Hの腰部に配置されたマツ卜3 6 b のみを取り

外 し、腰部の部分の格子状の枠体 3 3 b が現れるようにしたものである。こ

のようにすることにより、腰部の枠体 3 3 b の下の貯水槽 2 8 に水等の液体

を流すことができるようになる。そして、このような使用形態とすることで

、要介護者は排泄を行うことができるようになる。排泄後は、簡易ポンプ等

を用いて水やお湯等によって貯水槽 2 8 を洗浄することができる。また、要

介護者のおむつの取り換えを行うこともでき、汚れている場合は要介護者の

腰部の洗浄を行うことができる。さらに、水に流せる紙おむつを使用するこ

とにより、紙おむつに付着 した汚物処理などが容易に行え、より介護者の負

担を軽 くすることができる。

[0078] 要介護者にとって腰部の洗浄が容易に行えるようになることは、肉体的な

衛生面だけでなく、精神的な衛生面にとっても効果的であり、さらに、床ず

れを抑制することもできる。また、要介護者の腰部の洗浄を容易に行えるの

で洗浄の回数を増や しても介護者及び要介護者の負担が軽 くなり、その結果

、不快な臭いを軽減することができるようになる。また、介護者にとっても

、容易に洗浄が行えるようになるので介護を行い易くなる。さらに、要介護

者が排泄を気軽に行え、腰部の洗浄が容易に行えるようになることで、要介

護者の紙おむつの使用量を減 らすことができるようになる。

[0079] また、マット3 6 が分割されているため、マット3 6 の取り外 しも要介護

者の身体の一部を持ち上げ、マツ卜3 6 を引き抜 くだけで行うことができる

ので、介護者の負担を減 らすことができるようになる。なお、格子は抗菌処

理がされていることが好ましく、抗菌処理をすることで格子を清潔に保つこ

とができ、要介護者への感染や格子からの臭いを抑制することができる。

[0080] ここで、貯水槽 2 8 の排水について図4 B を参照 して説明すると、貯水槽

2 8 には、上述 したように排水口3 が設けられており、この排水口3 1 は



開閉が行えるように構成 されている。 そ して、排水 口 3 1 には排水管 3 2 が

接続 され、ベ ッ ド本体 2 2 の内側 に配管 され、 その端部 はベ ッ ド本体 2 2 の

外側 に向け られている。 この排水管 3 2 の端部 には、排水 をするための、例

えば、排水 タンク等が設 け られている。 そ して、貯水槽 2 8 にたまった排水

は、べ ッ ド本体が上方 に配置 されていることで重力による自然落下によ り排

水 口 3 1 及び排水管 3 2 を通 り排水 タンク T 等 に溜め られる。 その後、排水

タンク T 等 を家庭の トイ レ等か ら下水 に流 される。 この とき排水管 3 2 はや

や傾斜 を有するようにすることで、排水 を円滑 に行 うことがで きる。なお、

排水 タンク等 に一時ためることな く、排水管 3 2 を直接下水 につな ぐことも

で きる。 また、簡易ポ ンプを用いることもで きるが、 この場合は、簡易ボ ン

プのメンテナ ンス、例 えばポ ンプのつまりな どに気を配 る必要がある。 さ ら

に、排水 口、排水管 および排水 タンクは抗菌処理がされていることが好 ま し

く、抗菌処理 をすることで貯水槽 を清潔 に保つ ことがで き、要介護者への感

染ゃ貯水槽か らの臭いを抑制することがで きる。

[0081 ] また、マ ッ ト3 6 は、腰部以外 にも、上半身部のマ ツ 卜3 6 a を取 り外す

ことで洗髪 を行 うことがで きるようにな り （図 6 B 及び図 7 B 参照）、下肢

部のマ ツ 卜3 6 c を取 り外す ことで足の洗浄 を行 うことがで きるようになる

(図 6 C 及び図 7 C 参照）。 また、下肢部のマ ッ ト3 6 c と枠体 3 3 c (図

2 参照）を取 り外 し、貯水槽 2 8 にお湯 を張 ることで、足湯 を行 うことがで

きるようになる。 さ らに、図 7 D に示すように、腰部 と下肢部のマ ッ トを取

り除 き、枠体上 に着座 させ、足湯 を行 うこともで き、 また、図 7 E に示すよ

うに、全てのマ ッ トを取 り除 くこともで きる。なお、全てのマ ッ トを取 り除

く使用態様の一例 は後述する。なお、枠体 と しては実施形態で使用する格子

状の枠体の他 に、図 6 D に示すように枠 内に梁材 を対角線上 に形成 した枠体

3 3 ' や、図 6 E に示すように中央 に方形状又は矩形状の梁材 を設 けた枠体 3

3 " を用いてもよい。

[0082] 次 に、介護べ ッ ド1 0 の使用態様 と して、介護べ ッ ド1 0 に吊 り上 げ部材

と してのハ ンモ ック 3 8 を取 り付 けて、べ ッ ド本体 2 2 の床部 2 3 上 に載置



されたマット3 6 や布団及びシーツ等 （不図示）の交換の仕方について説明

する。まず、要介護者が就寝 しているベッド本体 2 2 を図 5 A に示 した低い

状態から、昇降装置 1 6 を用いて図 5 B に示すように上方に配置させ、要介

護者の下に吊り上げ部材としてのハンモック3 8 を配置させる。そして、図

8 A 及び図 9 A に示すように、一対の棒状体 3 7 を、各支持台 1 1、 1 2 に

設けられた支柱の上端部 1 3 a い 3 b l 4 a l 1 4 b ，に、一方の支

持台 1 1 の支柱 1 3 a 、 1 3 b と他方の支持台 1 2 の支柱 1 4 a 、 1 4 匕と

を渡すようにべッド本体 2 2 の長手方向と平行に取り付ける。この取り付け

は、支柱の上端部に取付部 1 3 a 3、 1 3 b 3、 1 4 a 3、 1 4 b 3、例えば、

突起状の係止突起を設け、棒状体にこの係止突起が係合される係止溝を設け

、これらの係止突起及び係止溝を嵌め合わせることで行うことができる。

[0083] また、吊り上げ部材としてのハンモック3 8 は、要介護者を吊り上げるた

め、要介護者の身長を超える程度の長さで形成されている。また、要介護者

を吊り上げることができるような耐性のある材質、例えばナイロンやグラス

ファイバ一等で編み込んだものを用いることができる。なお、このハンモッ

ク3 8 は、図 8 B に示すように複数に分割されており、複数のハンモック3

8 ~ 3 8 3を棒状体 3 7 に取り付けられたとき、一枚のハンモックとして使

用できるように構成されている。

[0084] そ して、このハンモック3 8 を上述 した棒状体 3 7 に取り付けた後、棒状

体 3 7 を各支柱 1 3 a 、 1 3 b 、 1 4 a 、 1 4 b に取り付ける。このとき、

ハンモック3 8 の棒状体 3 7 への取り付けは、ハンモック3 8 の長手方向の

端を棒状体が貫通できるような輪 3 8 a を作り、この輪 3 8 a の中に棒状体

3 7 を貫通させて取り付ける （図 8 C参照）。ここでハンモック3 8 に形成

する輪 3 8 a は、ハンモックと同 じ材質で要介護者の体重を支えることがで

きるように頑丈に作られるが、輪 3 8 a の内部は中空なので輪に荷重をかけ

ると平たくすることができる。

[0085] なお、ハンモック3 8 の棒状体 3 7 への取り付けは、棒状体を各支柱に取

り付けてから行うこともできるが、その際は、要介護者が落下することを抑



制するために棒状体に取り付ける部分は特に頑丈にし、例えば、金属製のフ

ック等を用いることもできる。さらに、棒状体 3 7 もハンモック3 8 に吊り

上げられた要介護者の体重を支えるための強度を要 し、また、介護者が着脱

可能なように軽量であるもの、例えば、金属材ゃ合成樹脂材で長尺のパイプ

状に形成されたものや、硬い木材等で形成することができる。なお、棒状体

3 7 の支柱 1 3 a 、 1 3 b 、 1 4 a 、 1 4 1 の取付部 1 3 3 、 1 3 b 3、

4 a 3、 1 4 b 3 が設けられた上端部 1 3 a い 3 b l 4 a l 1 4 1 ，に

おいて、長手方向にたわむような構造あるいは弾性を有する構造にすること

により、ハンモックで吊り上げた際の要介護者の重さによる機構への負荷を

、棒状体 3 7 が しなり、アーチ状になることによって吸収することができる

ようになる。

[0086] また、ハンモックは図 8 B に示すように分割 して取り付けることもできる

ので、例えば、腰部の洗浄をするときには、ハンモックを腰部のところに取

り付け、腰部だけを吊り上げたり、足洗浄の時には下肢部のところに取り付

けて使用するように部分的な使用も可能である。さらに、ハンモック及び棒

状体は抗菌処理がされていることが好ましく、抗菌処理をすることでハンモ

ック及び棒状体を清潔に保つことができ、要介護者への感染やハンモック及

び棒状体からの臭いを抑制することができる。また、支柱の上端に取り付け

る棒状体をべッド本体の短手方向と平行にすることで、ハンモックを長手方

向に懸架することも可能である （図示省略）。このようにすることで、長手

方向の棒状態と、その棒状態に取り付けられたハ ンモ ックのベル 卜体が介護

者の介護作業の妨げになることが抑制され、より安定 した介護作業を得るこ

とができる。

[0087] なお、棒状体には、ハンモック以外にも力一テンを吊り下げることもでき

る。この力一テンを設けることができるようにすることで、シャワー時には

シャワー力一テンを設けることもでき、また、就寝時には目隠 しや日差 しよ

けの力一テンを設けることができる。

[0088] 次に、図 9 A に示すように、要介護者を乗せたハンモック3 8 を棒状体 3



7 にそれぞれ取 り付け、 この棒状体 3 7 を各支柱 1 3 a 、 1 3 b 、 1 4 a 、

1 4 b に取 り付ける。 このとき、ハ ンモック 3 8 はまだ張 っていない状態で

あるので、棒状体 3 7 の取 り付けを容易に行 うことができる。 さらに、べ ッ

ド本体 2 2 を上方に配置させることで、各支柱 1 3 a 、 1 3 b 、 1 4 a 、

4 b の上端部 1 3 a い 3 b l 4 a l 1 4 b ，とベ ッ ド本体 2 2 の床部

3 とが相対的に近接するようになるので、棒状体 3 7 を持上げる距離が短

くな り、棒状体 3 7 の取付けを容易に行 うことができる。

[0089] その後、図 9 B に示すように、ベ ッ ド本体 2 2 を昇降装置 1 6 を用いて下

降させる。 このようにすると、ベ ッ ド本体 2 2 の下降に応 じて、各支持台 1

1 、 1 2 の支柱 1 3 、 1 3 b 、 1 4 a 、 1 4 b が上昇することとな り、支

柱 1 3 a 、 1 3 b 、 1 4 a 、 1 4 b の上昇 と共に、棒状体 3 7 も相対的に上

昇 し、ハ ンモック 3 8 が張 られる状態 となる。そ して、 ノ ンヽモ ック 3 8 が張

られた状態 となると、ハ ンモック 3 8 上の要介護者が吊 り上げられた状態 と

なる。 このとき、各支柱 1 3 a 、 1 3 b 、 1 4 a 、 1 4 b の間に梁部材 1 5

が設けてあるので、支柱が要介護者の体重により曲がって しまうことを抑制

することができる。

[0090] そのため、実施形態 1 の介護べ ッ ドの吊 り上げ部材及び昇降装置を用いる

ことで、マ ツ 卜上か ら要介護者 を容易に吊 り上げることができるようにな り

、マ ツ 卜やマ ツ 卜上に敷いているシーツ等の交換 を容易に行 うことができ、

べ ッ ドを清潔に保つことができるようになる。

[0091 ] ここで、図 3 A 及び図 3 B を参照 して、ベ ッ ド本体 2 2 の昇降について説

明する。実施形態 1 の介護べ ッ ド1 0 には、一対の支持台 1 1 、 1 2 のそれ

ぞれに昇降装置 1 6 が設けられ、 この昇降装置 1 6 によってべ ッ ド本体 2 2

を昇降させることができる。その際、実施形態 1 の介護べ ッ ド1 0 では、一

対の支持台 1 1 、 1 2 のそれぞれには支柱 1 3 a 、 1 3 b 、 1 4 a 、 1 4 b

が設けられてお り、べ ッ ド本体 2 2 の昇降によりべ ッ ド本体 2 2 か ら突出す

る支柱 1 3 a 、 1 3 b 、 1 4 a 、 1 4 b の長さが変動するようになっている

。 このベ ッ ド本体 2 2 及び支柱 1 3 a 、 1 3 b 、 1 4 a 、 1 4 b と昇降装置



1 6 の構成は、同様に一方の支持台 1 1 を代表 して説明すると、支持台 1 1

の内側に昇降装置 1 6 としての上下動可能な一台のァクチユエ一タ 1 6 が支

持台 1 1 の中央の位置に設けられている。

[0092] このァクチユエ一タ 1 6 の動作部 1 7 の上端はべッド本体 2 2 の床部 2 3

と結合されており、ァクチユエ一タ 1 6 の動作部 1 7 の上下動にあわせべッ

ド本体 2 2 が上下動するようになっている。また、ベッド本体 2 2 には、ベ

ッド本体 2 2 の床部 2 3 から下方に向かって延設部材 1 8 が延設されている

。一方、支持台 1 1 の内側には、伝達機構 1 9 が設けられており、この伝達

機構 1 9 は、支持台 1 1 に固定された固定部材 2 0 とこの固定部材 2 0 の中

央部分 2 0 ，が軸支されて回転可能に取り付けられた回動部材 2 とで構成さ

れている。また、支持台 1 1 には、支持台 1 1 の上面 1 1 a の上面貫通口 1

a ，とべッド本体 2 2 の床部 2 3 の床部貫通口2 3 b をそれぞれ貫通 して支

柱 1 3 a 、 1 3 b が設けられている。

[0093] そ して、回動部材 2 の両端部が、延設部材 1 8 の下部の第 2 支点 1 8 ，と

支柱 1 3 a 、 1 3 b の下部の第 1支点 1 3 a 2、 1 3 b 2 とそれぞれ回動可能

に連結されている。なお、この延設部材 1 8 、伝達機構 1 9 及び支柱 1 3 a

、 3 b はァクチユエ一タ 1 6 を中心として対称に一対ずつ設けられている

。このようにすることで、ァクチユエ一タ 1 6 が上下動するとァクチユエ一

夕の動作部 1 7 の動きにあわせ、ベッド本体 2 2 も上下動 し、このベッド本

体 2 2 の上下動は、床部 2 3 からの延設部材 1 8 に伝わり、延設部材 1 8 が

上下動することで、固定部材 2 0 に軸支された回動部材 2 が軸支された部

分を中心に回動 し、この回動 した動きを支柱 1 3 a 、 1 3 b に伝えることに

なる。

[0094] そのため、べッド本体 2 2 が上昇すると支柱 1 3 a 、 1 3 b は下降 し、逆

に、ベッド本体 2 2 が下降すると支柱 1 3 a 、 1 3 b は上昇することとなる

。このように伝達機構 1 9 を設けると、べッド本体 2 2 の昇降と支柱 1 3 a

、 1 3 b の昇降が互いに逆方向となるので、ァクチユエ一タ 1 6 の少ない動

作距離で、べッド本体 2 2 と支柱 1 3 a 、 1 3 b の間に大きな相対的な変位



を得ることができるようになる。

[0095] そ して、この昇降装置 1 6 は一方の支持台 1 1 と他方の支持台 1 2 の両方

に備えられているので、べッド本体 2 2 を平行に昇降させることができる。

また、支柱 1 3 a 、 1 3 b 、 1 4 a 、 1 4 b の昇降も平行に行うことができ

るので、支柱 1 3 a 、 1 3 b 、 1 4 a 、 1 4 b の上端部 1 3 a い 3 b l

4 a l 1 4 b ，の取付部 1 3 a 3、 1 3 b 3、 1 4 a 3、 1 4 b 3に取り付け

られた棒状体 3 7 も平行に昇降することができ、棒状体 3 7 に取り付けたハ

ンモック3 8 に乗せた要介護者も安定 して安全に昇降させることができる。

このとき、一方の支持台 1 1 の昇降装置 1 6 と他方の支持台 1 2 の昇降装置

6 の動作が連動するようにすると、ベッド本体を傾斜させずに昇降移動さ

せることができ、要介護者への安心感を与えると共により安全性を高めるこ

とができる。また、ベッド本体 2 2 の内側と書 く支持台 1 1、 1 2 との間、

例えば隙間 g の部分にガイ ドレール （図示省略）を設けることもできる。ガ

ィ ドレ一ルを設けることでべッド本体の昇降時の揺れを抑制することができ

るようになる。なお、ベッド本体は、浴槽の厚さの高さまで下げられるため

、ベッド本体を低い位置まで下げることができる。また、浴槽の厚さを薄 く

設計することにより、べッド本体の床部をより低 くすることができるので、

要介護者が落下等による負傷を抑えることもできる。

[0096] なお、支柱は、一本の長尺な部材を設けてもよく、また、 2 本に分割でき

るようにしてもよい。例えば、ベッド本体から現れる部分と支持台の内部で

駆動する部分とを着脱自在に分け、べッド本体から現れる部分を必要に応 じ

て着脱するようにしてもよい。このようにすることで、支柱を使用 しない態

様の場合、べッド本体を昇降させると支柱も動 くため介護者にとって邪魔と

なる場合がある。そこで、ベッド本体から現れる部分を取り外 しておけるよ

うにすることで、介護者は介護が しゃすくなる。この着脱は螺合によるもの

にすることが好ましい。また、支柱に梁部材を渡すと支柱を回すことができ

なくなり、安易に取り外すことができなくなるので使用の際の安全性を高め

ることもできる。また、後付で支柱の取り付けができるようにすることで容



易に他の機能の追加をすることができるようになる。

[0097] なお、実施形態 1の介護べッド1 0 では、べッド本体と支柱の昇降に際し

、べッド本体の昇降と支柱の昇降を連動させる伝達機構を設けた場合を説明

したが、これに限らず伝達機構を設けないように構成することもできる。す

なわち、ァクチユエ一夕の動作によりべッド本体が上下動するのは共通する

が、支持台の上面に支柱を固定して配置することで、ベッド本体は上下動す

るが、支柱は上下動しないようになる。そのため、支柱の上端部の位置は変

わらないので、べッド本体が上昇したときはべッド本体の床部と支柱の上端

部の位置は近づくようになり、一方、ベッド本体が下降する場合は、ベッド

本体の床部と支柱の上端部の位置は遠ざかるようになり、べッド本体の床部

と支柱の上端部の相対的な変位を得ることができるようになる。このように

することで、要介護者が乗ったハンモックを高く上げる必要がなくなるため

、要介護者に恐怖感を与えることを抑制することができる。

[0098] さらに、伝達機構を設けない場合、支柱を伝達機構に接続する必要がなく

なるため、支柱を支持台の側面や、あるいは、べッド本体から離した位置に

設けることもできるようになる。そのため、ベッド本体の床部に貫通口を形

成する必要がなくなり、製造工程を簡単にすることができるようになる。ま

た、一方の支柱は床部を貫通させ、他方の支柱は、ベッド本体から離した位

置に配置するような、様々なレイアウトとすることもでき、要介護者の介護

の態様に合わせた介護べッドを提供することができるようになる。

[0099] なお、伝達機構を設けない場合は、ァクチユエ一夕の動作部の上下動の距

離をより大きくとる必要があるが、構造が簡単になるので製造費用を抑える

ことができる。また、ァクチユエ一タは支持台の中央部に設けるだけではな

く、両側に2 つ設けることもできる。このようにすることで、より安定した

昇降が可能となり、また、ァクチユエ一夕が 1つの場合と比べ、小型のもの

を採用することもできるので、支持台をコンパクトにすることもできる。な

お、ァクチユエ一タを2 つ設けた場合は、これらの昇降を連動するようにす

るとよい。



[01 00] さ らに、他のハ ンモ ックの構成 について図 1 0 八~ 図 1 O C を参照 して説

明する。上記のハ ンモ ック 3 8 の吊 り上 げには棒状体 3 7 を各支持台 1 1 、

1 2 の各支柱 1 3 、 1 3 b 、 1 4 a 、 1 4 b の上端部 1 3 a い 3 b l

4 a l 1 4 b ，の取付部 1 3 a 3 、 1 3 b 3、 1 4 a 3、 1 4 b 3 に取 り付 け

、支持台 を昇降させることでハ ンモ ック 3 8 の吊 り上 げ及び吊 り下げを行 つ

ていたが、 このハ ンモ ックでは、棒状体 を用いずにハ ンモ ックを構成するべ

ル 卜体 を取付部 1 3 a 3、 1 3 b 3、 1 4 a 3、 1 4 b 3 に取 り付 けることで行

うことがで きる構成 とな っている。図 1 O A に示 したハ ンモ ック 1 3 8 は要

介護者の身長 を超 える程度の長 さで形成 されてお り、要介護者 を吊 り上 げる

ことがで きるような耐性のある材質、例 えばナイロンや グラスファイバ一等

で編み込んだものを用いることがで きる。なお、ハ ンモ ックの長手方向の両

端 はベル ト体 1 3 8 a が設 け られている。

[01 0 1 ] そ して、ハ ンモ ック 1 3 8 の要介護者が乗 る側 には、一対のスライ ド部材

5 0 が長手方向に沿 った両側 に一本ずつ取 り付 け られている。 このスライ ド

部材 5 0 は、ハ ンモ ック 1 3 8 上 に取 り付 け られる固定シ一 卜部 5 0 a と、

この固定シ一 卜部 5 0 a の上側 に設 け られる固定シ一 卜部 5 0 a よ り長尺 に

形成 されたスライ ドシ一 卜部 5 0 b とで構成 されている。 これ らの材質は、

例 えばナイロンタフタ等で形成することがで きる。 そ して、 このスライ ド部

材 5 0 は、固定シ一 卜部 5 0 a の長手方向に沿 つた端部 とスライ ドシ一 卜部

5 0 b の長手方向に沿 った端部 とが合わされて取 り付 け られている。 そのた

め、固定シ一 卜部 5 0 a を張 った状態 と した ときスライ ドシ一 卜部 5 0 b は

弛んだ状態 とな っている。

[01 02] 次 に、 このスライ ド部材 5 0 のハ ンモ ック 1 3 8 への取付 けについて説明

する。 まず、ハ ンモ ック 1 3 8 の長手方向に沿 った両側 に設 け られたベル ト

体 1 3 8 a 上 と、長手方向のハ ンモ ック 1 3 8 の長手方向の中心線 1 3 8 b

よ りもベル ト体 1 3 8 a 側 に位置する一対の軸線 1 3 8 c 上 に接続部材、例

えば、着脱 自在な第 1 テープ体 5 1 がそれぞれ取 り付 け られる。 また、 スラ

ィ ド部材 5 0 には、 このハ ンモ ック 1 3 8 の両側のベル 卜体 1 3 8 a 及び軸



線 1 3 8 c 上 に取 り付 け られた第 1 テープ体 5 と対応する位置の固定シ一

卜部 5 0 a 側 に着脱 自在な第 2 テープ体 5 2 が取 り付 け られている。 そ して

、ハ ンモ ック 1 3 8 と固定シ一 卜部 5 0 a は、第 1 テープ体 5 と第 2 テ一

プ体 5 2 を合わせることで着脱 自在 に取 り付 け られる （図 1 O B 、 図 1 O C

参照）。

[01 03] この とき、 スライ ド部材 5 0 の固定シ一 卜部 5 0 a はハ ンモ ック 1 3 8 上

に張 った状態で取 り付 け られる。 そ して、固定シ一 卜部 5 0 a 上 にスライ ド

シ一 卜部 5 0 b を両端 を合わせるように して取 り付 ける。 この取 り付 けは上

述 したような着脱 自在なテープ体 を用いてもよ く、 また、糸で縫 い付 けても

よい。なお、 スライ ドシ一 卜部 5 0 b の大 きさは、 ノ ンヽモ ック 1 3 8 にスラ

ィ ド部材 5 0 が取 り付 け られた とき、 このスライ ドシ一 卜部 5 O b の弛んだ

部分 によ りハ ンモ ック 1 3 8 の中央部分 1 3 8 e が覆われるような大 きさで

あ り、ハ ンモ ック 1 3 8 の網 目 1 3 8 d が覆われるようになる。

[01 04] スライ ド部材 5 0 の取 り付 け位置及び大 きさをこのようにすることで、 ス

ライ ド部材 5 0 の固定シ一 卜部 5 0 a はハ ンモ ック 1 3 8 上で張 った状態で

固定され、固定シ一 卜部 5 0 a の上側のスライ ドシ一 卜部 5 0 b は固定シ一

卜部 5 0 a の第 1 及び第 2 テープ体 5 、 5 2 によ り固定された部分か らは

み出た部分が横方向にスライ ドすることがで きるようになる。 そのため、ハ

ンモ ック 1 3 8 に要介護者 を乗せる際、要介護者がスライ ド部材 5 0 のスラ

ィ ドシ一 卜部 5 0 b 上 に載 ることで、 スライ ドシ一 卜部 5 0 b を固定シ一 卜

部 5 0 a 上 をスライ ドさせることで要介護者 をハ ンモ ック 1 3 8 の所定の位

置 まで移動 させることが容易 となる。 また、 スライ ドシ一 卜部 5 0 b の移動

をさせることで、要介護者 をハ ンモ ック 1 3 8 上で適宜移動 させることで床

ずれによる痛みや こすれを抑制することがで きるようになる。 また、ハ ンモ

ックは網 目状 に形成 されているので、 そのままでは要介護者が網 目 1 3 8 d

に体重がかかることで身体 に網 目 1 3 8 d が くい込むため痛みを伴 うが、 ス

ライ ド部材 5 0 を設 けることで、網 目 1 3 8 d に直接触れることが抑制 され

、痛みや こすれを抑制することがで きる。



[01 05] また、 スライ ド部材 5 0 はハ ンモ ック 1 3 8 の両側 に取 り付 け られ、 スラ

ィ ドシ一 卜部 5 0 b をスライ ドさせることで中央部分 1 3 8 e に網 目 1 3 8

d が現れるようになるので、後述する入浴やシャワー時の水抜 きを行 うこと

がで きるようになる。 また、ハ ンモ ック 1 3 8 とスライ ド部材 5 0 の取付 け

が着脱 自在なテープ体 を用いて行 うことで着脱が容易に行われ、洗浄や交換

を容易に行 うことがで きるようになる。

[01 06] なお、図 1 0 A に示すハ ンモ ックでは、ベル ト体の外側 にいわゆる耳 5 3

が設 け られたお り、 この耳 5 3 を用いて、搬送 した り棒状体 に取 り付 けた り

することがで きる。 そのため、耳 5 3 は複数個設 けるように してもよい。 ま

た、 スライ ド部材は、固定シ一 卜部 とスライ ドシ一 卜部で構成 した場合 を説

明 したが、 これに限 らず、一枚のシ一 卜体 を筒状 に形成 し、ハ ンモ ック上 に

下側が固定され上側がスライ ドするように取 り付 けることで同様の効果 を得

ることがで きる。

[01 07] さ らに、 スライ ド部材 を固定シ一 卜部 とスライ ドシ一 卜部 とで構成 したが

、固定シ一 卜部 を用いずに、 スライ ドシ一 卜部 を直接ハ ンモ ックに取 り付 け

るように してもよい。

[01 08] 次 に、他の構成のハ ンモ ックについて説明する。 この構成のハ ンモ ックは

図 1 1 六~ 図 1 1 C に示すように、ハ ンモ ック 2 3 8 の要介護者が乗 る側 に

第 1 シ一 卜体 5 4 a 及び第 2 シ一 卜体 5 4 b か らなる 2 重 シ一 卜体 5 4 を設

け、 この 2 重 シ一 卜体 5 4 が複数 に分割 されて取 り付 け られている場合 を説

明する。 この 2 重 シ一 卜体 5 4 は、 ノ ンヽモ ック 2 3 8 の上側 に取 り付 け られ

た第 1 シ一 卜体 5 4 a とこの第 1 シ一 卜体 5 4 a の上側 に取 り付 け られる第

2 シ一 卜体 5 4 b で構成 されてお り、第 2 シ一 卜体 5 4 b は第 1 シ一 卜体 5

4 a に対 してハ ンモ ック 2 3 8 の幅方向が大 きくなるように形成 されている

。 そ して、第 1 シ一 卜体 5 4 a の両端 とハ ンモ ック 2 3 8 の両端 とを合わせ

て取 り付 け られることで第 1 シ一 卜体 5 4 a は張 った状態で取 り付 け られる

。 また、大 きく形成 された第 2 シ一 卜体 5 4 b は、 その両端 をハ ンモ ック 2

3 8 の両端 にあわせるように して取 り付 け られることで、第 2 シ一 卜体 5 4



b は弛んだ状態で取 り付 け られる。 そ して、 この 2 重 シ一 卜体 5 4 が複数 に

分割 されてハ ンモ ックに取 り付 け られている。 この とき、各 2 重 シ一 卜体 5

4 はハ ンモ ックに対 して長手方向のそれぞれの端部が一部重なるような重な

り部 5 5 が設 け られてお り、ハ ンモ ック 2 3 8 の網 目が露出 しないようにな

つている。なお、 ノ ンヽモ ック 2 3 8 と第 1 シ一 卜体 5 4 a 及び第 2 シ一 卜体

5 4 b の長手方向の両端 にはベル 卜体 2 3 8 a が設 け られている。

[01 09] このように大 きさの異なるシ一 卜体 を重ねた 2 重 シ一 卜体 5 4 を設 けるこ

とで、第 2 シ一 卜体 5 4 b は第 1 シ一 卜体 5 4 a 上 を大 きさの異なる分だけ

スライ ドして移動 させることがで きる。 そのため、ハ ンモ ック 2 3 8 に要介

護者 を乗せるとき、要介護者が/ \ ンモ ック 2 3 8 の端 に乗 った場合でも要介

護者 を直接動かす ことな く、第 2 シ一 卜体 5 4 b をスライ ド移動 させること

で要介護者 を容易にハ ンモ ック 2 3 8 の所定の位置 に移動 させることがで き

るようになる。 また、第 2 シ一 卜体 5 4 b をスライ ドさせることで、要介護

者 をハ ンモ ック 2 3 8 上で適宜移動 させた ときの床ずれによる痛みや こすれ

を抑制することがで きるようになる。

[01 10] また、ハ ンモ ック 2 3 8 は網 目状 に形成 されているので、 そのままでは要

介護者が網 目 2 3 8 d に体重がかかることで身体 に網 目 2 3 8 d が くい込む

ため痛みを伴 うが、 2 重 シ一 卜体 5 4 を設 けることで、網 目 2 3 8 d に直接

触れることが抑制 され、痛みや こすれを抑制することがで きる。 この とき、

2 重 シ一 卜体 5 4 は複数 に分割 されて設 け られているが、 これ らの端部が重

な つた重な り部 5 5 が設 け られているので要介護者 に網 目 2 3 8 d が触れる

ことを抑制することがで きる。 また、複数 に分割 された 2 重 シ一 卜体 5 4 に

重な り部 5 5 が設 け られることで、 2 重 シ一 卜体 5 4 上での後述するシャヮ

—等 を使用 した ときに水抜 きを行 うことがで きる。

[01 11] また、図 1 1 A 〜図 1 1 C に示すハ ンモ ック 2 3 8 では、ベル 卜体 2 3 8

a の外側 にいわゆる耳 5 3 が設 け られたお り、 この耳 5 3 を用いて、搬送 し

た り棒状体 に取 り付 けた りすることがで きる。 そのため、耳 5 3 は複数個設

けるように してもよい。なお、上記では、要介護者のスライ ドによる移送 を



2 重 シ一 卜体 を用いる場合 を説明 したが、 これに限 らず、ハ ンモ ック上 にス

ライ ド可能な第 2 シ一 卜体 を直接設 けるように してもよい。

[01 12] さ らに、上記で説明 したハ ンモ ックの網 目部分 を取 り除 き、ベル ト体 とス

ライ ド部材又は 2 重 シ一 卜体のみで吊 り上 げ部材 を構成 してもよい。 このよ

うにすることで網 目がな くなるため、 さ らに軽量で柔 らかい質感 とすること

がで き、要介護者 に心地 よい使用感 を与えることがで きるようになる。なお

、 この場合でも、 スライ ド部材はスライ ドシ一 卜部のみで使用 してもよ く、

2 重 シ一 卜体は 2 重 シ一 卜体 を構成する第 2 シ一 卜体のみで使用 してもよい

[01 13] 次 に、実施形態 1 の介護べ ッ ド1 0 の使用態様 と して、要介護者へのシャ

ヮ一を使用 した場合 について説明する。 まず、上述 したように、図 9 B に示

した状態 とする。 その後、図 1 2 A に示すように、ベ ッ ド本体 2 2 上のマ ツ

卜3 6 を取 り外す。 この取 り外 しは昇降装置及びハ ンモ ックを用いることで

容易に行 うことがで きるようになる。

[01 14] マ ッ ト3 6 をすベて取 り外 した後、図 1 2 B に示すように、再びベ ッ ド本

体 2 2 を昇降装置 1 6 を用いて上昇 させる。 このベ ッ ド本体 2 2 の上昇 に伴

し、、各支持台 1 1 、 1 2 の支柱 1 3 、 1 3 b 、 1 4 a 、 1 4 b が相対的に

下降 し、棒状体 3 7 及びハ ンモ ック 3 8 も下降 し、要介護者がベ ッ ド本体 2

2 の格子状の枠体 3 3 上 に載置 されることとなる。 そ して、給水 タンクや小

型ポ ンプ等 を利用 したシャワーを用いて、要介護者 はシャワーを浴びること

がで きるようにな り、要介護者の浴びたシャヮ一の排水はべ ッ ド本体 2 2 の

内側 に設 け られた貯水槽 2 8 に枠体 3 3 を通 って入 り、 この貯水槽 2 8 か ら

排水することがで きる。 この排水状態は上述 したの と同様である。なお、 シ

ャヮ一は、要介護者 を枠体の上 に寝かせた状態でハ ンモ ックを外 して行 うこ

ともで きる （図 7 E 参照）。 この とき、ハ ンモ ックは複数 に分割 されている

ので、要介護者 を枠体上 に寝かせた状態でも介護者が容易に取 り外す ことが

で きる。

[01 15] このように、要介護者が格子状の枠体 3 3 上でシャワーを浴びた際には、



排水は貯水槽 2 8 に流れるため、排水が要介護者 に付着することを抑制する

ことがで きる。すなわち、貯水槽 2 8 内でシャワーを浴びると、浴びたシャ

ヮ一の排水は貯水層内に溜 まるため、要介護者 に付着するおそれがあ り、衛

生的に好 ま しくない。特 に、汚物の洗浄 を行 う場合は排水の付着 を避 けるこ

とが好 ま しいが、 この実施形態 1 の介護べ ッ ド1 0 では容易に行 うことがで

きるようになる。

[01 16] 要介護者のシャワーが終 了 した後、再びベ ッ ド本体 2 2 を下降させ、ハ ン

モ ック 3 8 を相対的に上昇 させることで要介護者 を吊 り上 げる。 この状態で

、ベ ッ ド本体 2 2 の枠体 3 3 の上 にマ ッ ト3 6 を載置 させ、ベ ッ ド本体 2 2

を上昇 させることでマ ツ 卜3 6 上 に要介護者 を乗せることがで きる。マ ッ ト

3 6 上 に要介護者 を乗せた後、ハ ンモ ック 3 8 を回収する。 この回収 は、要

介護者の下を通 して行 うが、上述 したようにハ ンモ ックは分割 されているの

で、要介護者 は回収する部分 を持上 げた り、マ ッ ト3 6 の柔軟性 を利用 した

りすることで容易に行える。以上でシャヮ一の使用態様が終 了する。

[01 17] なお、 シャワー後 に要介護者の身体 についた水分 をふ き取 るのは、任意の

時期でよ く、ハ ンモ ックで吊 り上 げ られた ときでもよ く、マ ッ トに乗せ られ

た ときでもよい。 また、貯水槽 2 8 や枠体 3 3 の水分 をふ き取 るのも、同様

の時期 に行 うことがで きる。なお、貯水槽等の大規模な洗浄は、要介護者が

介護べ ッ ド1 0 か ら離れた ときに行 うことが好 ま しい。

[01 18] なお、 このシャワーは、室内で使用されるため蛇 口等の給水場か ら離れて

いる場合 には、給水 タンクが用い られる。 そ して、 シャワーを使用する時は

、例 えば 5 リッ トル〜 3 0 リッ トル程度の給水 タンクを設置 し、 この給水 タ

ンクに小型ポ ンプを設 け、 この小型ポ ンプを介 して、 シャワーを行 うことが

で きる。 このように給水 タンクを用いることで、給水管等の配管作業が不要

となる。

[01 19] 次 に、要介護者 を入浴 させる際の実施形態 1 の介護べ ッ ド1 0 の使用態様

を説明する。実施形態 1 の介護べ ッ ド1 0 での入浴では、上述 した吊 り上 げ

部材 と してのハ ンモ ック 3 8 を使用 した場合 を説明する。 この使用の仕方は



上記のシャワーの使用態様 と同様である。すなわち、図 5 及び図 9 を参照 し

て上述 したように、 まず、ベ ッ ド本体 2 2 を上昇 させ、ベ ッ ド本体 2 2 のマ

ッ 卜3 6 上 に寝かせた要介護者の下にハ ンモ ック 3 8 を通 し、 このハ ンモ ッ

ク 3 8 を棒状体 3 7 に取 り付 けて、 この棒状体 3 7 を各支持台 1 1 、 1 2 の

各支柱 1 3 a 、 1 3 b 、 1 4 a 、 1 4 b の上端部 1 3 a い 3 b l 1 4 a ，

、 1 4 b ，の取付部 1 3 a 3、 1 3 b 3、 1 4 a 3、 1 4 b 3 に取 り付 ける。 そ し

て、ベ ッ ド本体 2 2 を下降させることで、要介護者 をハ ンモ ック 3 8 によ り

吊 り上 げる。 この作業 は上記 と同様である。

[01 20] その後、図 1 3 A に示すように、ベ ッ ド本体 2 2 に載置 されたマ ッ ト3 6

と格子状の枠体 3 3 のすベて取 り外 し、べ ッ ド本体 2 2 の開口部 2 3 a か ら

貯水槽 2 8 が現れるようにする。 この とき、マ ッ ト3 6 及び枠体 3 3 は、分

割 されているので、容易に取 り外す ことがで き、枠体 3 3 も軽量 に形成 され

ているので、介護者 によ り容易に取 り外す ことがで きる。 この とき、マ ッ ト

の下側 にシ一 卜を貼 ることで、浴槽か らの湯気上が りを抑制することもで き

る。

[01 2 1 ] 次 に、貯水槽 2 8 の内側の表面 を覆 うようにシ一 卜部材、例 えば耐水性の

シ一 卜4 0 を敷 く （図 1 3 B 参照）。 この とき、貯水槽 2 8 にフック等の取

付部材 （不図示）を設 け、 この取付部材 にシ一 卜を取 り付 けるようにするこ

ともで きる。 この貯水槽 2 8 は上述 したように排泄の処理 にも用い られるの

で、貯水槽 2 8 を清浄 に していた と しても入浴する要介護者の精神的な負担

となる場合 もあるため、 シ一 卜等 を設 けることで このような負担 を軽 くする

ことがで きる。貯水槽 2 8 にシ一 卜4 0 が敷かれた ら、 その中にお湯 を入れ

る。 このお湯は、簡易ポ ンプ等で汲みいれてもいい し、家庭のお風 呂か ら運

んで きてもよい。

[ 0 122] なお、 シ一 卜部材は、 シ一 卜状のものに限 らず、様 々な形状 を設 けたもの

でもよい。例 えば、貯水槽 に形成 されるような構造 （肘掛等）をシ一 卜部材

に形成することで、貯水槽 自体 に凹凸を形成する必要がな くなるので貯水槽

の製造費用を抑 え、且つ、貯水槽の洗浄 を しやす くなる。 また、 シ一 卜部材



は、着脱が容易であるので、交換が容易 とな り、 また、要介護者の状態 に合

わせてシ一 卜部材の形状 を選択することがで きるようになる。

さ らに、 シ一 卜部材は抗菌処理 を していることが好 ま しく、抗菌処理 をする

ことでシ一 卜部材 を清潔 に保つ ことがで き、要介護者への感染ゃシ一 卜部材

か らの臭いを抑制することがで きる。

[01 23] 貯水槽 2 8 内の水位が一定以上 にな った ら、ベ ッ ド本体 2 2 を上昇 させる

。 この上昇 によ り、ベ ッ ド本体 2 2 の貯水槽 2 8 が上昇 し、且つ、ハ ンモ ッ

ク 3 8 に乗 った要介護者が下降 し、要介護者が貯水槽 2 8 内のお湯 に入るこ

とがで きる。 この とき、要介護者 はハ ンモ ック 3 8 に乗 ったままであるが、

水深が深 ければ問題な く入浴することがで きる （図 1 4 A 参照）。なお、入

浴中にはハ ンモ ックを外 してもよい （図 1 4 B ) 。入浴中の要介護者 は水の

浮力によ り浮かんだ状態 となるので、ハ ンモ ックを容易に外す ことがで き、

また、取 り付 けることも容易にで きる。

[01 24] 入浴が終 了 した ら、再びベ ッ ド本体 2 2 を下降させハ ンモ ック 3 8 を上昇

させる。 そ して、貯水槽 2 8 に敷 いたシ一 卜4 0 の一部 をず らした り折 り曲

げた りすることで、 シ一 卜4 0 内のお湯 を貯水槽 2 8 内に流 し、貯水槽 2 8

の排水 口 3 か ら排水 を行 う。 この排水は上述 したの と同様である。

[01 25] その後、べ ッ ド本体 2 2 の開口部 2 3 a を枠体 3 3 で塞 ぎ、枠体 3 3 上 に

マ ッ ト3 6 を載置する。 そ して、ベ ッ ド本体 2 2 を上昇 させ、ハ ンモ ック 3

8 を下降させて要介護者 をマ ツ 卜3 6 上 に乗せる。以下の作業 は上記 と同様

である。 このようにすることで、要介護者 を容易に入浴 させることがで きる

[01 26] また、実施形態 1 の貯水槽 2 8 は、単 に箱状のもので説明 しているが、 こ

れに限 らず、貯水槽 を変形 させてもよ く、例 えば、図 1 5 、 図 1 6 に示すよ

うな構成 とすることがで きる。図 1 5 、 図 1 6 に示す貯水槽 2 8 " は、ベ ッ ド

本体 2 2 の内側 に着脱 自在 に設 け られ、床部 2 3 の開口部 2 3 a と対応 して

上方が開口 した箱状体の貯水槽本体 2 8 a " を有 している。 この貯水槽本体 2

8 a " には、要介護者が貯水槽 2 8 " を浴槽 と して使用するため寝た状態で収



め られた とき、要介護者の頭部が載置 される頭部配置部 2 8 b " と、要介護者

の背中部が載置 される背 もたれ部 2 8 c " と、要介護者の腰部が載置 される腰

部配置部 2 8 d " と、脚部が載置 される脚部配置部 2 8 e " とがそれぞれの所

定の深 さ及び形状 によ り形成 されている。 そ して、腰部配置部 2 8 d " を略中

心 と して、一方側 に所定の角度で傾斜 して設 け られた背 もたれ部 2 8 c " と、

この背 もたれ部 2 8 c " と繋 が った頭部配置部 2 8 b " が設 け られている。 ま

た、腰部配置部 2 8 d " の他方側 には脚部配置部 2 8 e " が設 け られている。

この とき、頭部配置部 2 8 b " が最 も高い位置 にあ り、腰部配置部 2 8 d " が

最 も低 い位置 になるようにされている。 また、貯水槽本体 2 8 a " の四方 には

、べ ッ ド本体 2 2 に着脱 自在 に取 り付 けるための鉤状の爪部 2 8 f " が形成 さ

れている。 そ して、ベ ッ ド本体 2 2 にはこの爪部 2 8 f " を引 っかけ、貯水槽

2 8 " が取 り付 け られるための突起部 2 2 (図 1 6 F 参照）が形成 されてい

る。 このような構成 とすることで、貯水槽の着脱が容易 となる。

[01 27] また、貯水槽本体 2 8 a " の上面の長手方向に形成 された爪部 2 8 f " の内

側 には、段差 2 8 g " が形成 されてお り、 この段差 2 8 g " に枠体 3 3 を載せ

ることがで きるようにな つている。 このようにすることで、枠体 3 3 の置 き

場所 をべ ッ ド本体 2 2 に形成する必要がな くなる。 また、 この段差 2 8 g " の

下側 をべ ッ ド本体 2 2 によ り支えるようにすることで、貯水槽 2 8 " 及び枠体

3 3 の強度 を高めることがで きるようになる。なお、 この段差 2 8 g " が形成

されることで この部分か らお湯等が溢れることを抑制することがで きる。

[01 28] 頭部配置部 2 8 b " は、貯水槽 2 8 " を浴槽 と使用 した ときに、要介護者の

頭部が載置 される部分 とな り、入浴時に頭部 を支え、 また、洗髪等が行える

ことがで きる面積 を有 している。 また、頭部配置部 2 8 b " で洗髪等 に使用 し

たお湯等が溜 まらないように貯水槽本体 2 8 a " の中央部分 に向か ってわずか

に傾斜 して形成 されている。

[01 29] 背 もたれ部 2 8 c " は、要介護者の背中部分 を支えることがで きるような傾

斜 を有 して形成 されている。 この傾斜 は、要介護者が貯水槽 2 8 " を浴槽 と し

て使用 した場合 に、貯水槽本体 2 8 a " に貯水 されたお湯等が、頭部配置部 に



は入 らない、 も しくは、要介護者の耳の位置 よ りも下 となる位置 になると共

に、要介護者の頭部 よ り下の身体部分がお湯等 に浸 ることがで きるような角

度 とな っている。

[01 30] なお、頭部配置部 2 8 b " と背 もたれ部 2 8 c " との間の中央部分 には、要

介護者の首部が収 まるような形状の首部配置部 2 8 h " が設 け られている。 こ

の首部配置部 2 8 h " は、貯水槽本体 2 8 a " と一体 に形成 されてもよ く、 ま

た、別の部材で形成するように してもよい。

[01 3 1 ] 腰部配置部 2 8 d " は、要介護者の腰部が載置 される部分 となるため、貯水

槽本体 2 8 a " の中で最 も低 い位置 に設 け られている。 そのため、 この腰部配

置部 2 8 d " には、排水 口 3 1 " が設 け られている。 また、腰部配置部 2 8 d "

と脚部配置部 2 8 e " との間には脚部配置部 2 8 e " が高 くなるように段 2 8

d ，" が形成 されている。 そのため、要介護者が入浴の際、 この段 2 8

要介護者の腰部 を引 つかけることによ り滑 り止め とすることがで きるように

な り、要介護者が貯水内に浸水 して しまうことを抑制することがで きる。

[01 32] 脚部配置部 2 8 e " は、要介護者の脚部が置かれる部分 とな り比較的長 く形

成 されている。 また、脚部配置部 2 8 e " は腰部配置部 2 8 d " に向か って緩

やかに傾斜 して形成 されている。なお、 この脚部配置部 2 8 e " には、要介護

者のつま先が載置 される部分 に向か うにつれて狭 まるような絞 り込み部 2 8

e ！" が形成 されている。 この絞 り込み部 2 8 e ，" は貯水槽本体 2 8 a " の所定

の高さまで形成 されている。 このように絞 り込み部 2 8 e ，" が設 け られてい

ることで使用する水量 を減 らし節水 を図ることがで きる。なお、頂部 2 8 e 2

" の高 さと頭部配置部 2 8 b " の高 さを略同 じ高さとなるように形成すること

で絞 り込み部 2 8 e ，" の頂部 2 8 e 2 " を基準 と し、供給する水量 をこの頂部

2 8 e 2 " を越 えないようにすることで、要介護者の頭部 にお湯等が浸 って し

まうことを抑制することがで きる。

[01 33] また、絞 り込み部 2 8 e ，" が形成 されることによ り、入浴 に使用するお湯

等の量が抑 え られ節水の効果が得 られると共 に、貯水槽 2 8 " にかかるお湯等

の重 さが抑 え られるので、貯水槽 2 8 " の破損 を抑制することがで きる。 さ ら



に、貯水槽 2 8 " にかかる重 さが抑 え られることで、貯水槽 2 8 " を形成する

材料費を抑 えることがで きる、貯水槽 2 8 " を安価 に製造することがで きるよ

うになる。なお、貯水槽 は上記の形態 を有するシ一 卜状の材料で形成 しても

よい。 このようにすることで、 よ り安価な貯水槽 を提供で き、 また、貯水槽

の交換が容易 となる。 この場合、 シー ト状の貯水槽では十分な強度が得 られ

ないので、貯水槽の下方 に、支持板体 3 0 (図 4 参照）のような構造 を設 け

るようにすると好 ま しい。

[01 34] また、貯水槽 2 8 " は様 々な体型の要介護者が使用するため、多 くの体型 に

対応するように形成することが好 ま しい。 そのため、貯水槽 2 8 " は、腰部配

置部 2 8 d " を基準 と して、脚部配置部 2 8 e " を長尺 に形成することで、身

長の高い要介護者 にも対応することがで きる。 また、背 もたれ部 2 8 c " を短

く形成するようにすることで、背の低 い要介護者 に対応することがで きる。

この とき、要介護者の身長の違いによ り要介護者の首の位置が異な り、首部

配置部 2 8 h " を形成する位置 も異なるが、別部材で形成 した首部配置部 2 8

h " を所定の位置 に配置 した り、 タオル等 を用いた りすることで対応すること

がで きる。なお、 この背 もたれ部 2 8 c " をなだ らかに形成することで身長の

高い低 いに関わ らず身体全体 をお湯等 に浸す ことがで きるようになる。

[01 35] また、介護べ ッ ド1 0 は要介護者及び介護者の使用態様、例 えば要介護者

の車椅子か らの移動や介護者の介護全般 を考慮すると、介護べ ッ ドの高さは

低 いほうが好 ま しい。 さ らに、実施形態 1 の介護べ ッ ド1 0 は昇降すること

がで きるので、 その最 も降 ろ した状態 を低 くすることがよ り好 ま しい。

[01 36] そのため、ベ ッ ド本体 2 2 をよ り薄 く形成することが必要 とな り、ベ ッ ド

本体 2 2 に設 け られる貯水槽 2 8 " も薄 く形成する必要があるが、上述 した貯

水槽 2 8 " によれば、貯水槽 2 8 " を薄 く形成 しても要介護者が入浴 した状態

であ っても十分 にお湯等 に浸 ることがで きるようになる。なお、貯水槽の高

さをよ り低 くすることで、要介護者の入浴 を半身浴 に特化 させることもで き

、心臓 に負担のかかる全身入浴が困難な要介護者 に対 して用いることもで き

る。 この とき、半身浴用の貯水槽 とすることで、貯水槽 をさ らに薄 く形成す



ることができるので、より介護べッドの高さを低 く形成することができるよ

うになる。

[01 37] また、排水口3 1 " に接続された排水管 3 2 " も図 1 6 G に示すように斜め

に取り付けたり、排水管をL 字状に形成 したりすることで、ベッド本体 2 2

をより低い状態に配置することができるようになる。

[01 38] また、ハンモックの吊り上げ及び吊り下げについて、図 1 7 A 及び図 1 7

B を参照 して他の構成について説明する。なお、図 1 7 A 及び図 1 7 B では

一方の支持台側を代表 して図示するが、他方の支持台側にも同様の構成を有

している。また、図 1 7 A 及び図 1 7 B ではべッド本体 2 2 にへッドボ一 ド

2 2 a が設けてある。そのため、他方の支持台側のべッド本体にフッ卜ボ一

ドを設けるようにしてもよい。

[01 39] ハンモック3 3 8 は、図 1 7 A に示すように、ハンモック3 3 8 の長手方

向に沿った両端部にハンモック3 3 8 の長さより長尺のベル ト体 3 3 8 a が

設けられている。そして、このベル ト体 3 3 8 a は支持台 1 1 の各支柱 1 3

a 、 3 b に亘つて取り付けられた梁部材 1 5 の上側を介 し、べッド本体 2

2 の床部 2 3 の床部取付部 2 2 ，にベル ト体 3 3 8 a の端部 3 3 8 a ，が取り

付けられている。なお、この端部 3 3 8 a ！には取り付け用の金具等が設けら

れている。さらに、ベル ト体 3 3 8 a には、ベル ト体 3 3 8 a の長さの調節

が可能な構造、例えば ックル等を設けることもできる。

[0140] このようにすることで、ノ ンヽモック3 3 8 吊り上げる場合、ベッド本体 2

2 を下降させることでべッド本体 2 2 に取り付けられたハンモック3 3 8 の

ベル ト体 3 3 8 a の端部 3 3 8 a ，が下降 し、それに合わせ、支持台 1 1 に設

けられた支柱 1 3 a 、 1 3 b が上昇することで、この支柱 1 3 a 、 1 3 匕に

取り付けられた梁部材 1 5 も上昇する。そして、梁部材 1 5 を介 して配設さ

ているベル ト体 3 3 8 a は、ベル ト体 3 3 8 a の端部 3 3 8 a ，が下降 し、こ

の端部 3 3 8 a ，とハンモック3 3 8 との間の梁部材 1 5 を介 している部分の

ベル ト体 3 3 8 a が上昇するようになる。そのため、ノ ンヽモック3 3 8 はべ

ッド本体 2 2 の下降距離に対 して略 2 倍の距離を上昇させることができるよ



うになる。 また、ハ ンモック 3 3 8 を吊 り下げる場合についても同様の工程

となる。すなわち、べ ッ ド本体 2 2 が上昇するに伴い、支柱 1 3 a 、 1 3 b

に取 り付けられた梁部材 1 5 が下降することで、べ ッ ド本体 2 2 に取 り付け

たベル ト体 3 3 8 a の端部が上昇 し、梁部材 1 5 を介 していた部分のベル ト

体 3 3 8 a が下降することで、ハ ンモック 3 3 8 の吊 り下げを行 うことがで

きる （図 1 7 B 参照）。

[0141 ] なお、 この構成のハ ンモックの吊 り上げ等については、支持台の昇降に連

動 して支柱が昇降する場合に限 らず、支持台の昇降に支柱が連動 しない場合

にも適用することができる。その場合は、ハ ンモックの吊 り上げ等の移動距

離は支持台の昇降距離 と略同 じとなるが、構造をシンプルにすることができ

るので、介護ベ ッ ドを安価 に提供することができるようになる。なお、図 1

7 A 及び図 1 7 B では、べ ッ ド本体にへ ッ ドボ一 ドが設けられた場合を図示

しているが、 これに限 らず、図 5 等に示すようにヘ ッ ドボー ドのないものに

も適用することもできる。

[0142] —方、ハ ンモック 3 3 8 にベル ト体 3 3 8 a を設ける場合、 このベル ト体

3 3 8 a が長 くなるため、ハ ンモック 3 3 8 の着脱の作業等においてベル 卜

体 3 3 8 a の端部が振 り回され要介護者や介護者 にあたると怪我をするおそ

れがあ り、 また、物等に当たると破損するおそれがある。なお、ベル ト体 3

3 8 a の端部はべ ッ ド本体 2 と確実に取 り付ける必要があ り、強度 を得 る

ために金属等で形成 されることにな り怪我や破損のおそれは顕著 となる。そ

のため、ハ ンモックに設けられているベル 卜体をできるだけ短 くすることが

好ま しい。

[0143] そ こで、図 1 8 A に示 したハ ンモック4 3 8 では、ハ ンモック4 3 8 に設

けられる吊 り上げベル 卜体 と してのベル 卜体 4 3 8 a を短 くし、 このベル 卜

体 4 3 8 a と接続 されベ ッ ド本体 2 2 の床部取付部 2 2 ，に取 り付けられる取

付けベル 卜体 と してのベル 卜体 5 6 を有する構成 とされている。 このハ ンモ

ック4 3 8 のベル 卜体 4 3 8 a と別体のベル 卜体 5 6 との接続は、ベル 卜体

4 3 8 a の端部 に設けられた第 1 結合部 5 7 とベル ト体 5 6 のべ ッ ド本体 2



の床部取付部 2 2 ，に取り付けられる側の端部 5 6 a とは反対側の端部に取

り付けられた第 2 結合部 5 8 とを結合させることで行われる （図 1 8 B参照

) 。なお、これらの第 1結合部 5 7 と第 2 結合部 5 8 とは金属等で形成され

ている。このようにすることで、 ンヽモック4 3 8 に設けられたベル ト体 4

3 8 a を短 くすることができるので、ハンモック4 3 8 の着脱等の際にベル

卜体 4 3 8 a の端部の第 1結合部 5 7 が振 り回されても狭い範囲であるので

要介護者等に当たることが抑制され安全性を高めることができるようになる

[0144] また、第 1結合部 5 7 と第 2 結合部 5 8 をワンタッチで着脱可能なものと

することで第 1及び第 2 結合部 5 7 、 5 8 の着脱も容易となる。なお、この

第 1結合部 5 7 及び第 2 結合部 5 8 は市販されているものを用いることがで

きる。

[0145] また、ハンモックに設けられたベル ト体の安全性をより向上させる構成に

ついて図 1 8 C を参照 して説明する。この構成ではハンモック5 3 8 に吊り

上げベル ト体としてのベル ト体 5 3 8 a が設けられているがその端部には金

属製の結合部は設けられておらず、ベル ト体 5 3 8 a の端部が一周され環状

に形成された環状部 5 9 が形成されている。また、ハンモック5 3 8 とは別

部材で形成された取付けベル 卜体としてのベル 卜体 6 0 が設けられている。

このベル 卜体 6 0 は、一端及び他端にそれぞれを結合するための着脱自在の

金属製の接続部 6 0 a 、 6 0 b がそれぞれ設けられており、これらの接続部

6 0 a 、 6 0 b が接続されてループ状となるようにして用いられる。なお、

ベル 卜体 6 0 には、この使用するベル 卜体 6 0 の長さを調節するための構造

を設けることもできる。この調節は、接続部 6 0 a 、 6 O b で行うようにし

てもよく、また、ベル ト体 6 0 に、 クル等を設けるようにしてもよい。

[0146] ハンモック5 3 8 の取り付け方は、まず、各接続部 6 0 a 、 6 0 b が接続

されていない状態の帯状のベル 卜体 6 0 を、ハンモック5 3 8 のベル 卜体 5

3 8 a の環状部 5 9 内を揷通させると共に、梁部材 1 5 が内側に配置される

ようにル一プ状にし、ベル ト体 6 0 のそれぞれの接続部 6 0 a 、 6 O b を接



続させることで取り付けが終了する。このときベル ト体 6 0 は梁部材 1 5 に

設けられた取付部 1 5 ，に取り付けるようにすることもできる。そして、ハン

モック5 3 8 の吊り上げに際 しては、ベッド本体 2 2 が下降 し、支柱 1 3 a

( 1 3 b は図示省略）に取り付けられた梁部材 1 5 が上昇することでハンモ

ック5 3 8 がベル 卜体 6 0 に引っ張られ、ハンモック5 3 8 が吊り上げられ

る。このようにすることで、ノ ンヽモック5 3 8 のベル ト体 5 3 8 a に金属製

の部材が設けられていないので、より安全性を高めることができる。

[0147] また、図 1 7 A 及び図 1 7 B では、ハンモック3 3 8 のベル 卜体 3 3 8 a

の端部 3 3 8 a ，を床部 2 2 に形成された床部取付部 2 2 に取り付けた場合

を示 したが、これに限らず、図 1 9 Α に示すように、梁部材 1 5 に設けられ

た取付部 1 5 ，に取り付けるようにしてもよい。このようにすることで、床部

2 2 に床部取付部 2 2 ，を設けるよりも構造が簡単となる。また、梁部材 1 5

の取付部 1 5 ，に不具合が生 じた場合でも、介護ベッドの使用を継続 しつつ、

梁部材の交換のみを行うことができる。

[0148] さらに、図 1 9 B に示すように、梁部材 1 5 の取付部 1 5 ，へのベル ト体の

取り付けにおいて、図 1 8 A に示 したように、ハンモック4 3 8 のベル ト体

5 6 ' とベル 卜体 4 3 8 a に分割 し、ベル 卜体 5 6 ' の端部 5 6 a ' を梁部材 1

5 の取付部 1 5 ，に取り付けるようにすることもできる。このとき、ハンモッ

ク4 3 8 の第 1結合部 5 7 とベル 卜体 5 6 ' の第 2 結合部 5 8 は、図 1 8 B に

示 した構成と同様に、第 1結合部 5 7 と第 2 結合部 5 8 をワンタツチで着脱

可能なものとすることで第 1及び第 2 結合部 5 7 、 5 8 の着脱も容易となる

[0149] また、図 2 O A に示すようなハンモック 1 3 8 ' を用いることもできる。図

2 0 A に示 したハンモック 1 3 8 ' は、上記のハンモック 1 3 8 ' の長さの略

半分程度の長さに要介護者 Hが乗る網目 1 3 8 d ' 及びスライ ド部材 5 0 ' が

設けられており、両端のベル ト体 1 3 8 a ' は上記と同 じ長さとなっている。

ハンモック 1 3 8 ' をこのような構成とすることで、要介護者を吊り上げる際

、図 2 0 B に示すように座った状態で行うことができるようになり、寝た状



態で吊 り上 げ られる場合 に比べ、要介護者への不安感 を抑制することがで き

る。図 2 0 では、図 1 0 で説明 した吊 り上 げ部材の構造 を用いて示 したが こ

れに限 らず、他の構成の吊 り上 げ部材 を略半分 に した構成 と してもよい。

[01 50] また、上記では、 吊 り上 げ部材 と してハ ンモ ックを用いた場合 を説明 した

が、 これに限 らず、マ ッ ト上 に敷 いたシーツを吊 り上 げ部材 とすることもで

きる。 その場合、 シーツの長手方向の両端部 に上記のハ ンモ ックに用い られ

たようなベル ト体 を設 け、支柱やべ ッ ド本体等 と接続で きるような構造 とす

るようにする。 これ らの構成 は上記のハ ンモ ックに用いたベル 卜体 と共通す

る。 このようにすることで、要介護者が使用 しているシーツを用いて吊 り上

げを行 うことがで きるので、上記のようにハ ンモ ック要介護者の下に設 ける

作業 を省 くことがで きる。なお、 シーツは、 吊 り上 げ られた ときの要介護者

の重 さを支えることがで きるような材質や構造 を有 している必要がある。

[01 5 1 ] [ 実施形態 2 ]

次 に図 2 1 を参照 して実施形態 2 の介護べ ッ ド1 O A について説明する。

実施形態 2 の介護べ ッ ド1 O A は、要介護者が食事や読書等 を行いやすいよ

うに、上半身部分 を リクライニ ングさせることがで きるように したものであ

る。介護べ ッ ド1 0 の リクライニ ングを行 う場合、一方の支持台 1 1 に設 け

られたそれぞれの支柱 1 3 a 、 1 3 b の上端部 1 3 a i 、 1 3 b ，の取付部 1

3 a 3、 3 b 3 と格子状の枠体 3 3 の支柱側の端部 3 3 ，とを接続部材 4 1 、

例 えば、 ワイヤ一や ロープ、板状体等で接続 して行われる。なお、実施形態

の介護べ ッ ド1 0 と共通する構成 には同一の符号 を付 し、詳細な説明は省

略する。

[01 52] 各支柱 1 3 a 、 1 3 b の上端部 1 3 a い 1 3 b ，には、上述 したように取

付部 1 3 a 3、 1 3 b 3が設 け られてお り、棒状体 3 7 が取 り付 け可能なよう

にな っている。 そのため、接続部材 4 の一端 4 a に各支柱 1 3 a 、 1 3

b の上端部 1 3 a い 3 b の取付部 1 3 a 3、 1 3 b 3の突起 に取付 け可能

な、例 えば、突起 に引 っ掛 けることがで きる輪 を設 けることで、接続が容易

に行 うことがで き、 また、外れ難 くすることがで きる。



[01 53] 一方、枠体の端部 3 3 〗には、接続部材 4 の他端 と接続可能な構造、例 え

ば、垂下 した突起、 も しくは、貫通 口等 を設 け、 この部分 に接続部材 4 1 の

他端 4 b 接続 させる。接続部材 4 の他端の構造 と して、例 えば、垂下 し

た突起が貫通する輪 を設 けた り、貫通 口と接続可能なフック等 を設 けた りす

ることがで きる （図 2 B の A 部参照）。

[01 54] 以下、図 2 1 を参照 して リクライニ ングの使用方法 について説明する。 ま

ず、図 2 1 A に示すように、ベ ッ ド本体 2 2 を昇降装置 1 6 によって上方 に

配置 させ、各支柱 1 3 a 、 1 3 b の上端部 1 3 a ，、 1 3 b ，の取付部 1 3 a 3

、 1 3 b 3 と枠体 3 3 の端部 3 3 ，とを接続部材 4 1 とで接続 させる。 この と

き、ベ ッ ド本体 2 2 を上方 に配置 させることで各支柱 1 3 a 、 1 3 b の上端

部 1 3 a い 3 b とべ ッ ド本体 2 2 の枠体 3 3 とが近接するので、接続部

材 4 を取 り付 けやす くなる。

[01 55] 次 に、ベ ッ ド本体 2 2 を下方 に移動 させる。 この とき、各支柱 1 3 a 、

3 b は上方へ と移動するので、 この各支柱 1 3 a 、 1 3 b の上端部 1 3 a い

3 b ，に接続 された接続部材 4 は上方へ と移動する。 そ して、 この上昇 に

伴 い、接続部材 4 も上方へ と移動するので、接続部材 4 の他端 4 b と

接続 された枠体の端部 3 3 ，も上方 に移動することとな り、枠体 3 3 は接続部

材 4 が接続 されている側が上方 となるように傾斜するようになる。一方、

枠体 3 3 の他方はべ ッ ド本体 2 2 に設 け られてお り、下方へ と移動すること

となるので、昇降装置 1 6 の移動距離 に比べて、 この枠体 3 3 の傾斜 はよ り

大 きくすることがで きる。 また、枠体 3 3 上 に載置 されたマ ッ ト3 6 は、 こ

の枠体 3 3 の傾斜 に沿 って曲げ られる （図 2 1 B 参照）。

[01 56] 以上で、介護ベ ッ ド1 0 A の リクライニ ングが完 了する。なお、 リクライ

ニ ング時は、要介護者 をベ ッ ド本体 2 2 上 に寝かせたままでもで きる し、他

の場所 に移動 させ、 リクライニ ング後 に再びべ ッ ド本体上 に戻 してもよい。

[01 57] また、 さ らに他の リクライニ ングの構成 について図 2 2 〜図 2 4 を参照 し

て説明する。 この リクライニ ングの方法では、 リクライニ ング用のァクチュ

ェ一タ 8 5 を有する リクライニ ング機構 8 4 がべ ッ ド本体 2 2 内に備 え られ



ている。なお、 ここで用いるァクチユエ一タは、支持台内の昇降装置 に用い

られているァクチユエ一夕とは連動 していないものである。 また、 ここで説

明する リクライニ ング機構 はべ ッ ド本体内の両側 に一つずつ対向 して設 け ら

れているものであるが、 これ らは同様の構成であるので代表 して一方側のみ

を説明する。

[01 58] 図 2 2 A 〜図 2 2 C 及び図 2 3 に示すように、 この リクライニ ングの構成

は、駆動手段 8 6 によ り出 し入れされる棒状の作動杭 8 7 を有するァクチュ

ェ一タ 8 5 と、 この作動杭 8 7 の端部 8 7 a と回動 自在 に連結 された板状体

の リンクビーム 8 8 と、 この リンクビーム 8 8 の作動杭 8 7 と連結 された側

と反対側の端部 8 8 a が回動 自在 に連結 された枠体 3 3 a に取 り付 け られた

固定部材 8 9 と、作動杭 8 7 の端部 8 7 a と リンクビ一厶 8 8 と共 に回動 自

在 に連結 された リンクプ レ一 卜9 0 と、 リンクプ レ一 卜9 0 の作動杭 8 7 と

連結 された側 と反対側の端部 9 0 a と連結 された第 1 頂点部分 9 1 b 、第 2

頂点部分 9 c 及び第 3 頂点部分 9 d を有する略三角形状の板状体のカム

プ レー 卜9 1 と、 このカムプ レー 卜9 に形成 された移動溝 9 a に連結 さ

れてカムプ レー ト9 の回動 に伴 い移動可能なシャフ 卜9 2 と、 このシャフ

卜9 2 の移動 に伴 い リクライニ ングする枠体 3 3 a とを有 している。なお、

枠体 3 3 a には一部が屈曲 し上下動可能なアーム部材 9 3 が設 け られている

[01 59] 以下各構成 について説明する。 まず、固定部材 8 9 は リクライニ ングされ

るァ一厶部材 9 3 が設 け られた枠体 3 3 a の下方側 に取 り付 け られる固定部

8 9 a と、 この固定部が延設 される矩形状の側面部 8 9 b と、 この側面部 8

9 b の短辺側 を直角状 に屈曲させた屈曲部 8 9 c と， この屈曲部 8 9 c か ら

さ らに直角状 に屈曲させた一対の第 1 取付部 8 9 d 及び第 2 取付部 8 9 e と

で構成 されている。 この側面部 8 9 b はべ ッ ド本体 2 の内側 に向か って突

出させて形成 されている。 この固定部材 8 9 の側面部 8 9 b のべ ッ ド本体 2

2 の内側の部分 には、支持台 1 1 と隣接する位置 まで延設 されたコ字状のベ

—ス部材 9 4 が取 り付 け られている。 そ して、 このべ一ス部材 9 4 の支持台



側 にはァクチユエ一タ 8 5 が固定されている。

[01 60] そ して、 ァクチユエ一タ 8 5 の作動杭 8 7 の端部 8 7 a に連結 された リン

クビ一厶 8 8 は、一方が作動杭 8 7 と回動 自在 に連結 されてお り、他方が固

定部材 8 9 の支持台 1 1 と離れた側の第 1 取付部 8 9 d に回動 自在 に取 り付

け られている。 この リンクビーム 8 8 は、作動杭 8 7 の端部 8 7 a を移動が

行えるように支持する部材 となる。 また、 ァクチユエ一タ 8 5 の作動杭 8 7

の端部 8 7 a に連結 された リンクプ レ一 卜9 0 は、一方が作動杭 8 7 と回動

自在 に連結 されてお り、他方がカムプ レー ト9 と回動 自在 に連結 されてい

る。 この リンクプ レ一 卜9 0 は、 出 し入れされる作動杭 8 7 の移動 をカムプ

レ一 卜9 1 に伝 える部材 となる。 カ ム プ レー 卜9 は略三角形状 に形成 され

てお り、固定部材 8 9 の支持台 1 1 と近接する側の第 2 取付部 8 9 e に回動

自在 に取 り付 け られている。 リンクプ レ一 卜9 0 はカムプ レー 卜9 1 の 1 つ

の第 2 頂点部分 9 c と連結 されている。

[01 6 1 ] また、 カムプ レー ト9 1 には リンクプ レ一 卜9 0 が連結 された第 2 頂点部

分 9 c の他の 2 つの第 1 、第 3 頂点部分 9 1 b 、 9 1 d が結 ばれるように

円弧状の移動溝 9 1 a が形成 されている。なお、第 2 取付部 8 9 e へのカム

プ レー ト9 1 の取 り付 け位置は、 カムプ レー ト9 1 の頂点部分の うち、枠体

3 3 a に近接する位置 に形成 された第 1 頂点部分 9 b の移動溝 9 a か ら

支持台 1 1 側 に向か った位置で取 り付 け られてお り、 カムプ レー 卜9 1 の回

動の支点 となるカム支点 9 e とな っている。 そ して、 このカム支点 9 e

を軸 と してカムプ レー ト9 1 が回動するようにな っている。 また、 このカム

プ レー ト9 には、枠体 3 3 a に設 け られたァ一厶部材 9 3 を リクライニ ン

グさせる棒状体のシャフ 卜9 2 が取 り付 け られている。

[01 62] このシャフ ト9 2 の一端側 には、 カムプ レー ト9 1 の移動溝 9 a が形成

された頂点部分の うち、支持台 1 1 に近接する第 3 頂点部分 9 d の移動溝

9 1 a 内に、 この移動溝 9 a 内を移動可能な移動軸 9 2 a が設 け られてい

る。 そ して。移動軸 9 2 a はカムプ レー ト9 1 の可動 によ り、 この移動軸 9

2 a が移動溝 9 1 a 内を移動することがで きるようにな つている。 また、 シ



ャフ 卜9 2 の他端側 にはァ一厶部材 9 3 を押 し上 げるための ローラ一 9 b

が設 け られている。 また、 シャフ ト9 2 は、固定部材 8 9 の突出 した部分の

ベース部材 9 4 が取 り付 け られた側 とは反対側 に取 り付 け られたガイ ド部材

9 5 内に形成 されたガイ ド孔 に揷通 されて設 け られている。

[01 63] 次 に、 この リクライニ ングの動作 について説明する。 まず、 リクライニ ン

グがされていない場合は、 ァクチユエ一タ 8 5 の作動杭 8 7 が突出され図 2

2 A に示すような状態 とな っている。すなわち、 ァクチユエ一タ 8 5 の作動

杭 8 7 の突出によ り作動杭 8 7 の端部 8 7 a に結合 された リンクプ レ一 卜9

0 は、 カムプ レー ト9 1 の一端が引 っ張 られることでカム支点 9 1 e を軸 に

カ ム プ レー 卜9 が回動 し、 カ ム プ レー 卜9 に形成 された移動溝 9 a 内

を移動するシャフ 卜9 2 の移動軸 9 2 a を最 も低 い位置 に配置 させるように

な っている。 そのため、 シャフ ト9 2 自体 も下げ られァ一厶部材 9 3 を押 し

上 げるローラ一 9 2 b も低 い位置 とな り、 リクライニ ングがされない状態 と

なる。

[01 64] そ して、 リクライニ ングを行 う場合は、図 2 3 に示すようにァクチユエ一

タ 8 5 の駆動手段 8 6 を駆動 させ作動杭 8 7 を引 き入れる。 この作動杭 8 7

の引 き入れによ り、 リンクプ レ一 卜9 0 がカムプ レー 卜9 の一端 を押圧す

ることで、 カムプ レー 卜9 のカム支点 9 e を軸 にカムプ レー 卜9 が回

動する。 そ して、 このカムプ レ一 卜9 1 の回動 によ り、 カムプ レ一 卜9 1 に

形成 された移動溝 9 a も移動 し、 この移動溝 9 a 内に支持 されたシャフ

卜9 2 の移動軸 9 2 a が移動溝 9 1 a に沿 って移動することになる。 この移

動軸 9 2 a の移動 によ りガイ ド部材 9 5 内のガイ ド孔 に沿 ってシャフ 卜9 2

自体 も上方へ移動 し、 シャフ 卜9 2 の他端側 に設 け られた ローラ一 9 2 b に

よ りァ一厶部材 9 3 が押 し上 げ られるようにな り、 リクライニ ングが行われ

るようになる。

[01 65] この とき、 ローラ一 9 2 b が回転することによ りァ一厶部材 9 3 の上昇 を

円滑 に行 うことがで きるようになる。 また、 この ローラ一 9 2 b の移動 を正

確 に行 うためにァ一厶部材 9 3 の下側 にこの ローラ一 9 b をガイ ドする レ



—ル を設 けてもよい。 また、 シャフ ト9 2 は固定部材 8 9 に取 り付 け られた

ガイ ド部材 9 5 内のガイ ド孔 に沿 って移動するので、 シャフ ト9 2 は直線状

に移動することがで きるので リクライニ ングを安定 して行 うことがで きる。

[01 66] また、 この ときのカムプ レー ト9 1 の移動溝 9 1 a とシャフ ト9 2 の移動

軸 9 2 a との関係 を図 2 4 A 〜図 2 4 C を参照 して説明する。 リクライニ ン

グがされていない状態では、図 2 4 A に示すようにシャフ 卜9 2 の移動軸 9

2 a は、最 も低 い位置 （第 3 頂点部分 9 1 d ) に配置 されるようにな ってい

る。 そ して、 リクライニ ングが行われ、図 2 4 B に示すようにカムプ レー ト

9 がカム支点 9 e を軸 と して所定角度 、例 えば 3 0 ° 回動 させた と

きには、 カムプ レー ト9 1 が移動するに したが って、移動軸 9 2 a は円弧状

に形成 された移動溝 9 a 内を移動 し徐 々に移動軸 9 2 a が最初の位置か ら

斜め上方 （距離 L 1 ) へ と移動 されるようになる。 その後、作動杭 8 7 の引

き入れが終 了 しカムプ レー ト9 1 の回動が所定角度 2 、例 えば 6 0 ° 回動

させて止 まった とき （図 2 4 C 参照）、移動軸 9 2 a は移動溝 9 1 a の他の

第 1 頂点部分 9 1 b まで移動 し移動軸 9 2 a が最初の位置か ら距離 L 2 ( L

< L 2 ) に亘 り斜め上方へ移動 し最 も高い位置 に配設 されるようになる。 こ

の とき、枠体 3 3 a に設 け られたァ一厶部材 9 3 の リクライニ ングも最 も傾

斜 した状態 となる （図 2 3 参照）。

[01 67] このような構成 とすることで、 リクライニ ング機構 8 4 は枠体 3 3 a に取

り付 けた固定部材 8 9 を基準 とされているので、 この固定部材 8 9 を取 り付

けることで リクライニ ング機構 8 4 を容易に取 り付 けることがで きると共 に

、わずかなスペースでも取 り付 けることがで きるようになる。 それに加え、

この リクライニ ング機構 8 4 は才 プシ ヨンと して介護べ ッ ドに取 り付 けるこ

とがで きるようになる。

[01 68] また、上記ではベ ッ ド本体の両側 に一対のァクチユエ一タを有する リクラ

イニ ング機構 を用いた場合 を説明 したが、 これに限 らず、 ァクチユエ一タを

除 くリクライニ ング機構 をべ ッ ド本体の両側 に設 け、 ァクチユエ一タのみを

べ ッ ド本体の中央部分 に 1 つだけ取 り付 ける構成 と し、 この 1 つのァクチュ



ェ 一 夕の動作 によ り、べ ッ ド本体の両側 に設 けた リクライニ ング機構 を作動

させるような構成 と してもよい。 このようにすることで、同 じァクチ ユエ 一

タの動作で両側の リクライニ ング機構 を作動 させるので、両側の リクライ二

ングを均等 に行 うことがで き、要介護者 に安心感 を与えることがで きる。

[01 69] また、 さ らに他の リクライニ ング方法 を使用 した介護ベ ッ ド1 0 A につい

て説明する。なお、 この説明では、一方の支持台 1 1 側 を代表 して説明する

が、他方の支持台 1 2 側 にも同様の構成がされている。 また、必要な構成以

外の貯水槽等の図示 も省略する。 この方法は、図 2 5 A に示すように、支持

台 1 1 に設 け られた各支柱 1 3 a ' ( 1 3 b ' は図示省略）を長尺 に形成 し、

その支柱 1 3 a ' の上端部 1 3 a の取付部 1 3 a 3 ' に棒状体 3 7 を渡 した構

成 とな っている。 そ して、 この棒状体 3 7 に設 け られた第 1 連結部 6 1 a と

リクライニ ングが行われる要介護者の頭部側の枠体 3 3 a に設 け られた第 2

連結部 6 b とがワイヤ一や 口一プ、金属製の棒状体等の連結部材 6 によ

り連結 されている。 また、 リクライニ ングがされる枠体 3 3 a は一部か ら屈

曲で きるような構成 とされている。なお、 この ときの支柱 1 3 a ' の上端部 1

3 a ，' の高 さは、床か ら 1 . 5 m ~ 2 . 5 m程度 となるようにされている。

[01 70] そ して、 リクライニ ングを行 う場合は、図 2 5 B に示すように要介護者が

マ ッ ト3 6 上 に寝ている状態でべ ッ ド本体 2 2 を上昇 させ、べ ッ ド本体 2 2

と棒状体 3 7 の位置が近接 した位置 とする。 この とき、棒状体 3 7 の第 1 連

結部 6 1 a と枠体 3 3 a の第 2 連結部 6 1 b とを連結部材 6 1 で連結 させる

。 その後、ベ ッ ド本体 2 2 を下降させ、棒状体 3 7 との距離が離れると共 に

、棒状体 3 7 に連結 された連結部材 6 によ り枠体 3 3 a が引 っ張 られるこ

とで リクライニ ングが行われる。なお、ベ ッ ド本体 2 が下降すると同時に

棒状体 3 7 が接続 された支柱 1 3 a ' は上昇するので、べ ッ ド本体 2 2 の昇降

距離が短い場合でも、 リクライニ ングを行 うことが可能 となる。 また、 リク

ライニ ングの構成が棒状体 3 7 と枠体 3 3 a を連結部材 6 で連結するだけ

の簡単なものであるので、安定 した動作で リクライニ ングを行 うことがで き

るようになる、 さ らに、簡単な構成であるため製造 コス トを抑 えることがで



き、安価な介護ベ ッ ドを提供することがで きる。 また、各棒状体 3 7 の間に

は強度 を保っための梁 を設 けるように してもよい。

[01 7 1 ] なお、連結部材 6 をワイヤ一や ロープの紐状体 と し、棒状体 3 7 の第 1

連結部 6 1 a にウィンチ等の巻 き取 り装置 を設 け、 この巻 き取 り装置 を可動

させることでべ ッ ド本体の昇降を行わずに リクライニ ングを行 うことがで き

るようになる。 この巻 き取 り装置 を用いた構成 は、各支柱 を長尺 に形成 し、

この支柱 に棒状体 を渡す ことで可能 となる。 そ して、 この巻 き取 り装置 を用

いた リクライニ ングの構成 は、単独で設 けることもで きる し、ベ ッ ド本体の

昇降による リクライニ ングと併用することもで きる。 このようにすることで

各 々を別 々に使用 して リクライニ ングを行 うこともで き、 また、ベ ッ ド本体

の昇降による リクライニ ングの補助 と して使用することもで きる。

[01 72] また、図 2 6 に示すように、介護ベ ッ ド1 O A は、要介護者の下肢部のマ

ッ 卜3 6 c 及び枠体 3 3 c (図 2 参照）を外 した状態で リクライニ ングを行

うことで、要介護者 は、脚 を貯水槽 2 8 側へ下 ろ した状態、すなわち、椅子

に座 るような状態で座 ることがで きるようになる。従来では、 リクライニ ン

グを行 った状態では、要介護者 は脚 をべ ッ ド上 に伸 ば した状態 となるため、

例 えば、食事の とき非常に食べ難 い状態 とな って しまう。 また、脚 を曲げて

、 いわゆる胡坐 をか くことはで きるが、脚が不 自由な要介護者 は胡坐 をか く

ことは困難 とな り、 また、長時間、胡坐 をか くと脚が しびれるおそれがある

。一方、図 2 6 に示 したような、椅子に座 るような状態が可能 となることに

よ り食事が とりやす くなると共 に、長時間、座 っていることが可能 となる。

そのため、実施形態 2 の介護べ ッ ドによれば、 リクライニ ングが行えるよう

にマ ツ 卜及び枠体の着脱 と組み合わせることによ り、椅子に座 るような座 り

方 をベ ッ ド上で行 うことがで きるようになる。なお、図 2 6 では、図 2 5 に

示 した リクライニ ングの方法 を用いた場合 を示 したが これに限 らず、上述 し

た他の リクライニ ングの方法 を用いることもで きる。

[01 73] なお、本発明の介護ベ ッ ドには、要介護者及び介護者の安全 を考慮 した構

成 とな っている。以下、図 2 7 A 〜図 2 7 D を参照 して介護ベ ッ ドに備 え ら



れている安全構造の一例 について説明する。安全構造 と してべ ッ ド本体が下

降 した とき、支持台 1 1 が設 け られた側のベ ッ ド本体 2 の側面 2 4 、 2 5

、 7 (側面 2 6 は不図示）の下側 に爪先等が入 らないように、支持台 1 1

の側面か らべ ッ ド本体 2 2 の側面 までの間の隙間 G が所定の長 さ以内とな

るように形成 されている。具体的には、図 2 7 A 〜図 2 7 D に示すように、

支持台 1 1 の側面か らべ ッ ド本体 2 の側面 2 4 、 2 5 、 2 7 までの長 さの

隙間 G が、例 えば 2 O m m以内となるように形成 されている。

[01 74] また、ベ ッ ド本体 2 2 が下降 した とき、ベ ッ ド本体 2 2 の側面 2 4 、 2 5 、

2 7 の下側で脚の爪先等が挟 まれるおそれがあるため、介護べ ッ ドを設置 し

た床面か らべ ッ ド本体 2 2 の側面 2 4 、 2 5 2 7 との間に一定の隙間 G 2

が形成 されている。具体的には、図 2 7 A 〜図 2 7 D に示すように、ベ ッ ド

本体 2 が下降 した状態 において、床面か らべ ッ ド本体 2 の側面 2 4 、 2

5 、 2 7 の下側 までの隙間 G 2 の高さが、例 えば 3 O m m以上 となるように

形成 されている。 このように隙間が形成 されていることで、介護者及び要介

護者が脚の指や甲を挟 まれて怪我 をすることを抑制することがで きる。

[01 75] また、支持台 1 1 がない部分のベ ッ ド本体 2 2 の側面 2 4 の下側では、爪

先が侵入 した とき遮 る部分がないため、爪先が奥 まで入 って しまい爪先だけ

でな く脚の甲まで挟んで しまうおそれがある。 そのため、図 2 7 C に示すよ

うに、支持台 1 1 のない部分のベ ッ ド本体 2 の側面 2 4 ではべ ッ ド本体 2

2 が下降 した状態 においてべ ッ ド本体の側面 2 4 の下側 と床面 との間に所定

の高さ、例 えば 8 0 m m以上の隙間 G 3 が形成 されようにな っている。

[01 76] また、本発明の介護ベ ッ ドは、ベ ッ ド本体 2 2 の昇降に対 して反対の方向

に、支柱 1 3 a 、 1 3 b (支柱 1 4 a 、 1 4 b 側 は不図示）及び梁部材 1 5

が昇降する構造 とな っている。 そのため、ベ ッ ド本体 2 2 が上昇 した状態で

は、梁部材 1 5 は下降 し梁部材 1 5 とべ ッ ド本体 2 の床部 2 3 との隙間が

最 も狭 くなる。 この とき、梁部材 1 5 とベ ッ ド本体 2 2 との間に頭部が挟 ま

れると要介護者が怪我 を した りするおそれがある。 そこで、図 2 7 E 及び図

2 7 F に示すようにべ ッ ド本体 2 が上昇 し、梁部材 1 5 が下降 した ときの



梁部材 1 5 とべ ッ ド本体 2 2 の床部 2 3 との間には所定の幅、例 えば 3 0 c

m以上の隙間 G 4 が形成 されている。 このようにすることで、ベ ッ ド本体の

か下降時に頭部が挟 まれることを抑制することがで きる。なお、図 2 7 E 及

び図 2 7 F では、べ ッ ド本体の上面か ら梁部材 までの距離 を隙間 G 4 と して

いるが、べ ッ ド本体 にへ ッ ドボ一 ドが設 け られた場合はへ ッ ドボ一 ドの上面

か ら梁部材 までの距離が隙間 G 4 となる。

[01 77] また、上述 した介護ベ ッ ドでは、複数のァクチユエ一夕が用い られてべ ッ

ド本体の昇降や リクライニ ングが行われている。 そのため、 これ らのァクチ

ユ エ 一 タを制御することで介護べ ッ ドを安全 に使用するようにする必要があ

る。 そこで、介護べ ッ ドにはこれ らのァクチユエ一夕の動作の制御する制御

部 C o が設 け られている。以下、図 2 8 の プロック図を参照 して介護ベ ッ ド

の安全装置 について説明する。

[01 78] 介護べ ッ ドに備 え られた各 ァクチ ユ エ 一 タは、基本的に介護者が手元 にあ

るコン トローラの各種 スィ ッチ、例 えば、昇降用スィ ッチ S W 1 、 リクライ

ニ ングスィ ッチ S W 2 等 を押す ことで操作 を行 うものである。なお、図 2 8

では昇降用ァクチ ユ エ 一 タ （図 3 に示すァクチ ユ エ 一 タ 1 6 ) を A C 1 と し

、 リクライニ ング用ァクチ ユ エ 一 タ （図 2 3 に示すァクチ ユ エ 一 タ 8 5 等）

を A C 2 と している。 この とき、各 ァクチユエ一タ A C 1 、 A C 2 の動作は

、制御部 C o によ りコン トローラの各種 スィ ッチ S W 1 、 S W 2 が押 されて

いる間のみ作動するように制御 され、 スィ ツチが押 されな くな った ら直ちに

ァクチ ユ エ 一 タ A C 1 、 A C 2 の動作が止 まるように制御 されている。すな

わち、 自動では動かず、 さ らに惰性でも動かないようにされている。

[01 79] また、ベ ッ ド本体 2 2 の昇降用のァクチユエ一タ A C 1 と リクライニ ング

のァクチ ユ エ 一 タ A C 2 とは一緒 に作動 しないように制御 されている。すな

わち、 コン 卜ローラの昇降用のスィ ツチ S W 1 と リクライニ ングのスィ ツチ

S W 2 とを同時に押 した場合は、 どち らのァクチ ユ エ 一 タ A C 1 、 A C 2 も

作動 しないように制御 されている。 このようにすることで、危険な動作 を抑

制することがで きる。



[01 80] また、ベ ッ ド本体の昇降及び リクライニ ングの安全性 を高めるため、停電

ゃ コンセ ン 卜か らプラグが外れた りして元電源が 0 F F にな った際、べ ッ ド

本体の昇降及び リクライニ ングの状態が保持 されるような機構 とな つている

。 この保持する機構 と しては、 ウォームギア等のギアプ レーキの機構や油圧

及び空圧シ リンダ一等の機構 を設 けることがで きる。 このようにすることで

、各 ァクチユエ一夕の作動が停止 してもべ ッ ド本体の昇降及び リクライニ ン

グの状態 を保持することがで きるので、元電源か らの電気の供給が停止 して

もべ ッ ド本体や リクライニ ングの急な動作 を抑制で きるので安全性 を高める

ことがで きる。なお、 これ らの機構 は、支持台内の昇降装置 と してのァクチ

ユエ一タ及びそれに繋がる伝達機構並びに リクライニ ング機構 に組み込んで

もよ く、 また、別の機構 と して取 り付 けてもよい。

[01 8 1 ] さ らに、 ァクチユエ一タ A C 1 、 A C 2 の動作は介護ベ ッ ドに設 け られた

各種セ ンサ一 S E と連動 されている。た とえば、介護ベ ッ ドを浴槽 と して使

用するとき、枠体 3 3 を外 した状態で リクライニ ングのァクチユエ一タ A C

2 が作動するとシャフ ト9 2 (図 2 3 参照）が突出 して しまい危険であるの

で、枠体 を外 した状態では、 リクライニ ングで使用するァクチユエ一タ A C

2 の動作が行えないようにな つている。 この場合、枠体の下部やベ ッ ド本体

の床部 に枠体の有無 を感 じ取 るセ ンサ一ゃスィ ツチ等 を設 けることがで きる

[01 82] また、 リクライニ ングが下が っている状態でないと枠体が外せない構成 と

することもで きる。 この場合、ベ ッ ド本体 と枠体 とが爪や鍵等の ロック機構

をそれぞれ有 してお り、 リクライニ ングが下が つた状態か否かをセ ンサ一 S

E が検知 し、 この ロック機構の開閉を行 うような構造 を設 けることがで きる

。 また、 ロック機構 を設 けるほか、 リクライニ ングが下にない状態で枠体 を

外そうと した とき、 プザ一等が鳴るような報知機構 を設 けるように し、介護

者 に知 らせる構成 とすることもで きる。

[01 83] また、他の安全装置 と しては、各 ァクチユエ一タ A C 1 、 A C 2 の作動中

にァクチユエ一夕の動作 に対 して必要以上の負荷がかか つた とセ ンサ一 S E



が感知 した場合、 ァクチ ユエ 一 タ A C 1 、 A C 2 の動作が止 まるように制御

されている。 さ らに、 コン トローラのスィ ッチ S W 1 、 S W 2 を押 しても、

べ ッ ド本体の昇降距離や、 リクライニ ングの移動距離が変化 しない場合は、

各 ァクチ ユエ 一 タ A C 1 、 A C 2 を止めるように制御 されている。 このよう

にすることで要介護者や介護者が負傷することを抑制 し、 また、介護ベ ッ ド

の故障を抑制することがで きる。

[01 84] また、 リクライニ ング及びベ ッ ド本体の下降時に挟み込みを抑制するため

に、挟み込みがあ つた と感知 した ときに各 ァクチユエ一夕の動作 を止めるよ

うな制御がされている。例 えば、 リクライニ ングの下降時に枠体 とベ ッ ド本

体 との間に挟み込みが感知 された とき リクライニ ング用のァクチ ユエ 一 タ A

C 2 を停止するように制御 されている。 この挟み込みを感知するものは、枠

体のベ ッ ド本体 と当接 される側、 も しくはべ ッ ド本体の枠体 と当接 される側

の少な くとも一方 に各種のセ ンサ一 S E を複数配置 した り、 プッシュスィ ッ

チゃ リ一フスイ ツチ等の各種 スィ ツチ S W 3 を複数個設置 した りすることが

で きる。

[01 85] 同様 に、ベ ッ ド本体の下降時の挟み込みを感知 した とき、 ァクチ ユエ 一 タ

A C を停止することもで きる。 この場合、べ ッ ド本体の側面の下側 に上記

と同様の各種セ ンサ一 S E ゃスィ ツチ類 S W 3 を設 けることで挟み込みを感

知することがで きるようになる。

[01 86] 図 2 9 及び図 3 0 は、介護ベ ッ ドの他の変形例 を示すものである。図 2 9

の介護べ ッ ド1 0 B は、ベ ッ ド本体 2 にへ ッ ドボ一 ド2 2 a 及び フッ 卜ボ

— ド2 2 b が設 け られてお り、 それ らが高級な素材、例 えば、革材で覆われ

ている。図 2 9 A はベ ッ ド本体 2 2 が下にある状態で、図 2 9 B はべ ッ ド本

体 2 2 を上 げた状態 を示 している。 また、図 3 O A は、支柱 1 3 a 、 1 3 b

、 1 4 a 、 1 4 b のべ ッ ド本体か ら現れる部分 を取 り外 した状態 を示 したも

ので、図 3 0 A はべ ッ ド本体 2 が下にある状態で、図 3 0 B はべ ッ ド本体

2 2 を上 げた状態 を示 している。 この場合 も、ベ ッ ド本体は、革材で覆われ

ている。 さ らに、図 3 1 では、 この介護ベ ッ ド1 0 B の分解図を示 している



。 この図では、貯水槽 を覆 う 2 種類の蓋体 4 8 a 、 4 8 b が示 されている。

—つの蓋体 4 8 a は板状のもので、複数 に分割 されている。 もう一つの蓋体

4 8 b は、 リクライニ ング機能 を有 してお り、 こち らも複数 に分割 されてい

る。

[01 87] また、介護べ ッ ド1 O B の外観 は、革製以外 にも、木製、金属製、合成樹

脂性のいずれか、又は革製 を含めた これ らを組み合わせて形成することがで

きる。 このようにすることで、見た 目に温 も りがあ り、高級感 を与えること

がで きるので、屋内のインテ リアと して違和感な く設置することがで き、要

介護者及び介護者 にゆとりを与えることがで きる。なお、木材 と しては、檜

や杉等 を用いることがで き、耐水性 を向上 させるために樹脂 を含浸又は塗布

したものも用いることがで きる。 また、革材な どによる表面処理 を行 うこと

もで きる。更に、合成樹脂材 に木 目な どの加工 をするような汎用的な加工 を

することもで きる。

[01 88] また、介護ベ ッ ド1 O B の他の構成 と しては、図 3 2 に示すように、各支

持台 1 1 、 1 2 (図 3 2 ではベ ッ ド本体 2 2 に覆われているので点線で示 し

てある。）に設 け られた各支柱 1 3 a "、 1 3 b "、 1 4 a "、 1 4 b " を長尺

に形成 し、 その支柱 1 3 a "、 1 3 b "、 1 4 a "、 1 4 b " の上端部 1 3 a ，"

、 1 3 b 、 1 4 a 、 1 4 b ，" の取付部 （図示省略）に棒状体 3 7 を渡 し

た構成 を備 えている。 この ときの支柱 1 3 a "、 1 3 b "、 1 4 a "、 1 4 b "

の上端部 1 3 a パ'、 1 3 1 ，"、 1 4 a i "、 1 4 b ，" の高 さは床か ら 1 . 5 m

~ 2 . 5 m程度 となるようにされている。なお、各棒状体 3 7 の間には強度

を保っための梁 7 1 が梁部材 1 5 と平行 に設 け られている。 このような構成

とすることで、長尺の支柱 1 3 a "、 1 3 b "、 1 4 a "、 1 4 b " の間に空間

7 3 が設 け られるため、 この空間 7 3 にテ レビや鏡、棚等の機能 を追加する

ことがで きるようにな り、要介護者 に文化的な 曰常生活 を提供することがで

きるようになる。

[01 89] さ らに、支柱や棒状体 には各種の リハ ビリ用の器具 を設 けることもで きる

ようになる。例 えば、上方 に設 け られる棒状体か ら要介護者がつかまり立ち



を行えるような ロープを垂下させることで、 この ロープを利用 して リハ ビリ

を行 うこともで きるようになる。 この リハ ビリは要介護者の運動機能 に合わ

せてベ ッ ド本体の昇降 と連動 させることもで きるようになる。 また、支柱や

棒状体 に要介護者 を車椅子へ移動 させるための装置、例 えば要介護者 を持上

げることがで きる リフ 卜装置等 も取 り付 けることがで きるようになる。 この

ような装置 を取 り付 けることによ り要介護者の介護べ ッ ドか ら車椅子への移

動、 また、車椅子か ら介護ベ ッ ドへの移動が容易に行えるようになる。

[01 90] さ らにまた、支柱 1 3 a " 、 1 3 b " 、 1 4 a " 、 1 4 b " と棒状体 3 7 の接

続部分 7 2 は曲線状 に加工することで、安全性が高め られると共 に、美観 を

得 ることがで きる。 さ らに、長尺 と した支柱 1 3 a " 、 1 3 b " 、 1 4 a " 、

4 b " 、棒状体 3 7 及び梁 7 1 並びに梁部材 1 5 については、 その一部 も しく

はすべてを皮材ゃキルテ ィングで巻いた り、 クロムメツキ等で加工 した りす

ることでよ り高い安全性や美観 を得 ることがで きる。

[01 9 1 ] また、支柱 1 3 a " 、 1 3 b " 、 1 4 a " 、 1 4 b " を長尺 と して棒状体 3 7

を高位置 に配置することで、図 3 3 に示すように、棒状体 3 7 に力一テ ン 1

0 0 等 を取 り付 けるようにすることがで きるようにな り、要介護者のプライ

ベ一 卜の空間を確保することがで きるようになる。

[01 92] さ らに、長尺の支柱 を利用 し、 または、昇降装置 によるベ ッ ド本体の昇降

が支柱 と連動 しないような構成 と した場合 には、長尺の支柱及び棒状体 と天

井 との間に耐震用の部材、例 えば、伸縮 自在であ って所定の長 さで固定がで

きる棒状の部材 を設 けることによ り地震等の災害時に揺れを防止する等の耐

震対策 も可能である。

[01 93] なお、上述 した使用態様 において、 吊 り上 げ部材 を用いた りリクライニ ン

グを使用 した りしない場合であ って、特 にべ ッ ド本体の昇降を必要 と しない

使用態様 を要介護者が希望する場合 においては、介護べ ッ ドに昇降装置 を備

えていな くてもよい。特 に、介護 レベルが低 い要介護者 においては、特別な

機能 を備 える必要がな く、昇降装置 を備 えないようにすれば低 い予算で介護

ベ ッ ドを導入することがで きるようになる。 また、介護 レベルの低 い要介護



者 にとっては、排泄や入浴は可能な限 り、 トイ レや浴槽 を使用するほうが好

ま しい。 また、上述 したように、支持台 とベ ッ ド本体は、 それぞれが独立 し

ているので、昇降装置が必要 とな った ら、支持台部分のみを取 り替えること

がで きる。

[01 94] なお、介護ベ ッ ドは住居や介護施設等の室内に置かれるため、大 きいまま

であると室内に運び込む ことが困難 となる。 そのため、介護ベ ッ ドの各構成

部品を室内で簡単 に組み立てが行えるような構成 とされている。

[01 95] また、本発明の介護ベ ッ ドは一般的にベ ッ ドと して使用される状態か ら、

上述 したような要介護者の介護の状況 に応 じた多 くの機能 を追加することが

で きるものであ り、 また、各構成の変更や追加 を容易に行 うことがで きるも

のである。

符号の説明

[01 96] 1 0 、 1 0 A 、 0 B ：介護べ ッ ド 1 1 : 支持台 1 1 a : 上面 1 1

a ！：上面貫通 口 1 1 a 2 ：開口 1 1 b 、 1 1 c 、 1 1 d 、 e ：側面

部 1 1 f ：底面 1 1 f ，：脚部 1 2 ：支持台 1 3 a 、 1 3 b 、 1 3 a

' 、 1 3 a " : 支柱 1 3 a ，、 3 b l 1 3 a 、 1 3 a / ' : 上端部 1 3

a 2、 1 3 1 2 : 第 1 支点 1 3 a 3、 1 3 b 3、 1 3 a 3 ' ：取付部 1 4 a 、

1 4 b ：支柱 1 4 a い 1 4 b ，：上端部 1 4 a 3、 4 b 3 ：取付部 1

5 ：梁部材 1 5 ，：取付部 1 6 ：昇降装置 （ァクチユエ一タ） 1 7 ：動

作部 1 8 ：延設部材 1 8 ，：第 2 支点 1 9 : 伝達機構 2 0 ：固定部材

中央部分 2 ：回動部材 2 2 ：べ ッ ド本体 2 2 ，：床部取付

部 2 2 ' : 突起部 2 2 a ：ヘ ッ ドボー ド 2 2 b ：フッ トボ一 ド 2 3

：床部 2 3 a : 開 口部 2 3 b : 床部貫通 口 2 3 c : 下部 2 4 、 2 5

、 2 6 、 2 7 : 側面部 2 8 ：貯水槽 2 8 a : 傾斜部 2 8 " : 貯水槽 2

8 a " : 貯水槽本体 2 8 b " : 頭部配置部 2 8 c " ：背 もたれ部 2 8 d "

：腰部配置部 2 8 d ：段 2 8 e " ：脚部配置部 2 8 e ：絞 り込み部

2 8 e 2 " ：頂部 2 8 f " ：爪部 2 8 g " ：段差 2 8 h " ：首部配置部

9 ：支持固定部 3 0 ：支持板体 3 ：排水 口 3 1 a : 栓部材 3 "



：排水 口 3 2 ：排水管 3 2 " : 排水管 3 3 ( 3 3 a 、 3 3 b 、 3 3 c )

、 3 3 ' 、 3 3 " ：枠体 3 3 ，：端部 3 3 b ' ：開 口部 3 4 : 係 止部 3

5 ：格子部分 3 6 ( 3 6 a 、 3 6 b 、 3 6 c ) ：マ ッ ト 3 7 : 棒状体 （

懸架部材） 3 8 、 1 3 8 、 1 3 8 ' 、 2 3 8 、 3 3 8 、 4 3 8 、 5 3 8 : ハ

ンモ ック （吊 り上 げ部材） 3 8 a : 輪 3 9 : 柵 4 0 : シ一 卜 4 1 :

接続部材 （懸架部材） 4 1 a ：—端 4 1 b ：他端 4 8 a 、 4 8 b ：蓋

体 5 0 、 5 0 ' : スライ ド部材 5 0 a : 固定シ一 卜部 5 0 b ：スライ ド

シ一 卜部 5 1 : 第 1 テープ体 5 2 : 第 2 テープ体 5 3 : 耳 5 4 : 2

重 シ一 卜体 5 4 a : 第 1 シ一 卜体 5 4 b : 第 2 シ一 卜体 5 5 : 重 な り

部 5 6 : ベル 卜体 （懸架部材） 5 6 a ：端部 5 7 ：第 1 結合部 5 8

：第 2 結合部 5 9 ：環状部 6 0 ：ベル ト体 （懸架部材） 6 0 a ：接続

部 6 1 ：連結部材 6 1 a ：第 1 連結部 6 1 b : 第 2 連結部 7 1 ：梁

7 2 : 接続部分 7 3 : 空 間 8 4 : リクライニ ング機構 8 5 : ァクチ

ユエ一タ 8 6 : 駆動手段 8 7 : 作動杭 8 7 a : 端部 8 8 : リンクビ

—厶 8 8 a : 端部 8 9 ：固定部材 8 9 a : 固定部 8 9 b : 側面部

8 9 c : 屈 曲部 8 9 d ：第 1 取付部 8 9 e ：第 2 取付部 9 0 ：リンク

プ レー ト 9 0 a ：端部 9 1 : カム プ レー ト 9 1 a ：移動溝 9 1 b 、

9 1 c 、 9 1 d ：第 1 〜第 3 頂点部分 9 1 e ：カム支点 9 2 ：シャフ ト

9 2 a ：移動軸 9 2 b : ローラ一 9 3 ：ァ一厶部材 9 4 ：ベース部

材 9 5 ：ガイ ド部材 1 0 0 : 力一テ ン 1 3 8 a 、 1 3 8 a ' 、 2 3 8 a

、 3 3 8 a 、 4 3 8 a 、 5 3 8 a : ベル 卜体 （懸架部材） 1 3 8 b : 中心

線 1 3 8 c : 軸線 1 3 8 d 、 1 3 8 d ' 、 2 3 8 d : 網 目 1 3 8 e : 中

央部分 3 3 8 a 1 :端部 A C 1 、 A C 2 : ァクチユエ一タ C o ：制御部

g 、 G 1 、 G 2 、 G 3 、 G 4 ：隙間 H ：要介護者 S E ：セ ンサ一 S

W 1 : 昇降用スィ ッチ S W 2 ：リクライニ ングスィ ッチ S W 3 : スイ ツ

チ類 丁 ：排水 タンク L 1 、 L 2 ：距離 1 、 Θ ：所定角度



請求の範囲

[ 請求項 1 ] べ ッ ド本体 と、前記べ ッ ド本体の長手方向の両端が支持 される一方

の支持台及び他方の支持台が設 け られた介護べ ッ ドであ って、

前記べ ッ ド本体は要介護者が寝 られる所定面積及び厚 さを有する矩

形状の床部 を有 し、

前記一方及び他方の支持台 には、前記床部 に接続 され、前記べ ッ ド

本体 を昇降させる昇降装置がそれぞれ備 え られ、

前記一方及び他方の支持台 には、前記べ ッ ド本体の短手方向におい

て所定の間隔を隔てた一対の支柱がそれぞれ上方 に向か って設 け られ

前記一方の支持台の前記一対の支柱及び他方の支持台の前記一対の

支柱の間には、梁部材がそれぞれ設 け られ、

前記各支柱及び前記梁部材の少な くともいずれか一方 には、懸架部

材が着脱 自在 に取 り付 け られる取付部が設 け られてお り、

前記昇降装置 によ り前記べ ッ ド本体が上昇 された とき、前記床部 と

前記取付部 との距離が縮 まり、前記ベ ッ ド本体が下降された とき、前

記床部 と前記取付部 との距離が離れることを特徴 とする介護べ ッ ド。

[ 請求項 2 ] 前記懸架部材は、前記要介護者 を吊 り上 げるための吊 り上 げ部材 を

構成する一対のベル 卜体であ り、

前記ベル 卜体は、前記一方の支持台側の前記取付部 と前記他方の支

持台側の前記取付部 との間の長手方向に沿 つて取 り付 け られ、

前記昇降装置 によ り前記べ ッ ド本体が上昇 された とき、前記べ ッ ド

本体 と前記吊 り上 げ部材 との距離が縮 まり、前記べ ッ ド本体が下降さ

れた とき、前記べ ッ ド本体 と前記吊 り上 げ部材 との距離が離れること

を特徴 とする請求項 1 に記載の介護べ ッ ド。

[ 請求項 3 ] 前記ベル 卜体は、前記取付部 に取 り付 け られる側の取付 けベル 卜体

と、 吊 り上 げ部材 と一体 とされている側の吊 り上 げベル 卜体 とに分割

されてお り、前記取付 けベル ト体 と前記吊 り上 げベル ト体 とは、着脱



自在 に接続 されていることを特徴 とする請求項 2 に記載の介護べ ッ ド

前記ベル 卜体は、前記取付部 に取 り付 け られる側の取付 けベル 卜体

と、 吊 り上 げ部材 と一体 とされている側の吊 り上 げベル 卜体 とに分割

されてお り、

前記吊 り上 げベル 卜体の前記取付 けベル 卜体 と連結 される端部側 は

リング状 に形成 され、

前記取付 けベル ト体は、前記支柱及び前記梁部材の少な くともいず

れか一方の前記取付部 を巻 き回すると共 に、前記吊 り上 げベル 卜体の

前記 リング状の端部側 を揷通 されて環状 となるように前記取付 けベル

卜体の端部同士が着脱 自在 に結合 されていることを特徴 とする請求項

2 に記載の介護べ ッ ド。

前記床部の長手方向の一方の端部及び他方の端部 には、前記ベル 卜

体が取 り付 け られる床部取付部が設 け られていることを特徴 とする請

求項 2 に記載の介護べ ッ ド。

前記ベル 卜体は、前記取付部 に取 り付 け られる側の取付 けベル 卜体

と吊 り上 げ部材 と一体 とされている側の吊 り上 げベル ト体 とに分割 さ

れてお り、前記取付 けベル ト体 と前記吊 り上 げベル ト体 とは、着脱 自

在 に接続 されていることを特徴 とする請求項 5 に記載の介護べ ッ ド。

前記懸架部材は、前記要介護者 を吊 り上 げるための少な くとも 1 つ

の吊 り上 げ部材 に着脱 自在 に装着 された一対の棒状体であ り、

前記棒状体は、前記一方の支持台側の前記取付部 と前記他方の支持

台側の前記取付部 との間の長手方向に亘 つて取 り付 け られ、

前記昇降装置 によ り前記べ ッ ド本体が上昇 された とき、前記べ ッ ド

本体 と前記吊 り上 げ部材 との距離が縮 まり、前記べ ッ ド本体が下降さ

れた とき、前記べ ッ ド本体 と前記吊 り上 げ部材 との距離が離れること

を特徴 とする請求項 1 に記載の介護べ ッ ド。

前記床部 には開口部が形成 され、



前記開口部 には、前記開口部側が開口 し、底部 に開閉自在の排水 口

が設 け られた箱状の貯水槽が前記床部 に着脱 自在 に支持固定されて設

け られ、

前記貯水槽の上側 には、マ ツ 卜が着脱 自在 に載置 される複数 に分割

された枠体が前記開口部 を覆 うように着脱 自在 に設 け られていること

を特徴 とする請求項 1 ~ 7 のいずれかに記載の介護べ ッ ド。

[ 請求項 9] 前記ベ ッ ド本体は、前記床部の各端辺か ら下方 に垂下 して形成 され

た側面部 を有 してお り、前記側面部の内側 に前記貯水槽 を支持する支

持部材が設 け られていることを特徴 とする請求項 8 に記載の介護べ ッ

ド' 。

[ 請求項 10] 前記床部 には、マ ツ 卜が着脱 自在 に載置 される複数 に分割 された枠

体が着脱 自在 に設 け られ、

前記懸架部材は、前記一対の支持台のいずれか一方側の前記支持台

に設 け られた前記支柱 に取 り付 け られる接続部材であ り、

前記接続部材の前記支柱 に取 り付 け られた側 とは反対側 は、前記枠

体の両側端部 に取 り付 け られてお り、

前記昇降装置 によ り前記べ ッ ド本体が下降 した とき、前記べ ッ ド本

体 に対 して前記接続部材が取 り付 け られた前記支柱が上昇することに

よ り、前記接続部材が前記枠体 を引 き上 げることによ り前記枠体が傾

斜 されることを特徴 とする請求項 1 に記載の介護べ ッ ド。

[ 請求項 11] 前記床部 には、マ ツ 卜が着脱 自在 に載置 される複数 に分割 された枠

体が着脱 自在 に設 け られ、

前記支柱 は長尺 に形成 され、

前記長尺の支柱の前記取付部 には前記一方の支持台側 と前記他方の

支持台側の各支柱 を繋 ぐ前記棒状体が前記べ ッ ド本体の長手方向に亘

つてそれぞれ取 り付 け られ、

前記棒状体 には、前記枠体の端部 と連結 された連結部材がそれぞれ

取 り付 け られてお り、



前記昇降装置 によ り前記支柱が上昇 し、前記棒状体が上昇すると共

に前記連結部材が取 り付 け られた前記枠体が引 き上 げ られ、前記枠体

が傾斜 されることを特徴 とする請求項 1 に記載の介護べ ッ ド。

[ 請求項 12 ] 前記一対の支持台 には、前記ベ ッ ド本体 と前記支柱 とを連動 させる

伝達機構がそれぞれ設 け られ、

前記伝達機構 は、

一端が前記べ ッ ド本体か ら下方 に延設 された延設部材の下方端部 と

、他方が前記支柱の下方端部が前記支持台 を貫通 して設 け られた前記

支柱の下方端部 と、がそれぞれ回動可能 に連結 された回動部材 を有 し

前記回動部材は、前記支持台内に固定された固定部材 に前記回動部

材が所定位置 を中心 に回動可能 に取 り付 け られてお り、

前記昇降装置 によ り前記べ ッ ド本体が上昇 した ときは、前記べ ッ ド

本体か ら延設 された延設部材が上昇 し、前記回動部材が回動すること

で前記支柱 は下降 し、前記べ ッ ド本体が下降 した ときは、前記べ ッ ド

本体か ら延設 された前記延設部材が下降 し、前記回動部材が回動する

ことで前記支柱が上昇することを特徴 とする請求項 2 、 5 、 7 、 1 0

又は 1 1 に記載の介護べ ッ ド。

[ 請求項 13 ] 前記回動部材は、前記回動部材の長 さ方向の両端部側 にはそれぞれ

前記長 さ方向 と平行な 1 対の摺動溝が形成 され、前記支柱の下部 に形

成 された第 1 支点 と、前記べ ッ ド本体の床部か ら下方 に延設 された延

設部材の下部又は側面部の下部 に形成 された第 2 支点 とが、前記一対

の摺動溝 にそれぞれ摺動可能 に組み合わされてお り、

前記回動部材が回動 されるとき、前記第 1 支点及び前記第 2 支点が

前記摺動溝 内を回動 しなが ら摺動 されることを特徴 とする請求項 1 2

に記載の介護べ ッ ド。

[ 請求項 14 ] 前記床部 には、マ ツ 卜が着脱 自在 に載置 される複数 に分割 された枠

体が着脱 自在 に設 け られ、



前記ベ ッ ド本体 には、前記枠体の一部 を傾斜 させ、 リクライニ ング

を行 うことがで きる リクライニ ング機構が前記べ ッ ド本体の両側面 に

設 け られていることを特徴 とする請求項 1 に記載の介護べ ッ ド。

[ 請求項 15 ] 前記 リクライニ ング機構 は、前記ベ ッ ド本体の下面 に設 け られたべ

一ス部材 と、第 1 頂点部分、第 2 頂点部分及び第 3 頂点部分 を有する

略三角形状の板状体で形成 されたカムプ レー 卜と、前記支持台の側面

に設 け られたァクチユエ一夕と、前記 ァクチユエ一タによ り出 し入れ

される作動杭 と、前記作動杭の先端部 と前記ベース部材 との間に回動

自在 に設 け られた板状体の リンクビーム と、前記作動杭の先端部 と前

記 カムプ レー 卜の第 2 頂点部分 との間に回動 自在 に設 け られた板状体

の リンクプ レ一 卜と、前記 カムプ レー 卜の第 1 頂点部分 と第 3 頂点部

分 との間に曲線状 に形成 された移動溝 と、前記移動溝 を移動する移動

軸 を有 し、前記べ ッ ド本体の上面か ら突出される棒状のシャフ 卜を有

し、

前記 カムプ レー 卜は前記第 1 頂点部分の近傍 に形成 されたカム支点

と前記ベース部材が回動 自在 に取 り付 け られてお り、

前記 ァクチユエ一タによ り前記作動杭が引 き入れ られるとき、前記

リンクプ レ一 卜の動 きによ り前記 カムプ レー 卜が前記 カム支点を軸 に

回動 し、前記移動溝 内を前記移動軸が移動することで前記シャフ 卜が

突出され、前記作動杭が押 し出されるとき、前記シャフ トが戻される

ことを特徴 とする請求項 1 4 に記載の介護べ ッ ド。

[ 請求項 16 ] 前記床部 には開口部が形成 され、

前記開口部 には、前記開口部側が開口 し、底部 に開閉自在の排水 口

が設 け られた箱状の貯水槽が前記床部 に着脱 自在 に支持固定されて設

け られ、

前記貯水槽の上側 に、前記枠体が前記開口部 を覆 うように着脱 自在

に設 け られていることを特徴 とする請求項 1 0 、 1 1 、 1 4 又は 1 5

に記載の介護べ ッ ド。



前記べ ッ ド本体は、前記床部の各端辺か ら下方 に垂下 して形成 され

た側面部 を有 してお り、前記側面部の内側 に前記貯水槽 を支持する支

持部材が設 け られていることを特徴 とする請求項 1 6 に記載の介護べ

ッ ド' 。

前記べ ッ ド本体 には、前記一方及び他方の支持体が覆われるへ ッ ド

ボー ド及び フッ 卜ボー ドが設 け られ、

前記へ ッ ドボ一 ド及び フッ 卜ボー ドの上面は、前記床面 よ り高位置

の同 じ高さに形成 されてお り、

前記支柱 は、前記へ ッ ドボ一 ド及び前記 フッ 卜ボー ドの前記上面が

貫通 されていることを特徴 とする請求項 1 に記載の介護べ ッ ド。

前記支柱 は、前記べ ッ ド本体か ら現れる部分 と、前記支持台内で駆

動する部分 とで分割可能 にされていることを特徴 とする請求項 1 に記

載の介護べ ッ ド。

前記一対支持台 に設 け られた各前記昇降装置は、動作が連動 されて

いることを特徴 とする請求項 1 に記載の介護べ ッ ド。

前記べ ッ ド本体、前記支持台及び前記支柱 は、木製、革製、金属製

、合成樹脂性のいずれか又はこれ らの組み合わせであることを特徴 と

する請求項 1 に記載の介護べ ッ ド。

前記支柱 は長尺 に形成 され、

前記長尺の支柱の前記取付部 には前記一方の支持台側 と前記他方の

支持台側の各支柱 を繋 ぐ前記棒状体が長手方向に亘 つてそれぞれ取 り

付 け られ、

前記長尺の支柱及び前記棒状体 には、生活用品が設置 されることを

特徴 とする請求項 1 、 1 8 又は 2 に記載の介護べ ッ ド。

前記昇降装置の動作 を制御する制御部が備 え られた安全装置 を有 し

前記昇降装置 を停止させる信号 を前記安全装置 に入力するセ ンサー

が少な くとも 1 つ設 け られていることを特徴 とする請求項 1 に記載の



介護べ ッ ド。
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c 欄の続きにも文献が列挙 されている。 パ テ ン トファミリーに関す る別紙 を参照。

* 引用文献のカテ ゴリー の 日の後に公表 された文献
ΓΑ 」特に関連のある文献ではなく、一般的技術水準を示す 「τ 」国際出願 日又は優先 日後に公表 された文献であって

もの 出願 と矛盾す るものではなく、発明の原理又は理論
ΓΕ 」国際出願 日前の出願 または特許であるが、国際出願 日 の理解のために引用す るもの

以後に公表 されたもの rx 」特に関連のある文献であって、当該文献のみで発明
「L 」優先権主張に疑義を提起す る文献又は他の文献の発行 の新規性又は進歩性がない と考えられ るもの

日若 しくは他 の特別 な理 由を確立す るために引用す ΓΥ 」特に関連のある文献であって、当該文献 と他の 1 以
る文献 （理 由を付す） 上の文献 との、当業者 にとって 自明である組合せ に

Γθ 」 口頭による開示、使用、展示等に言及す る文献 よって進歩性がない と考えられ るもの
「Ρ 」国際出願 日前で、かつ優先権の主張の基礎 となる出願 Γ& 」同一パテン トファミリー文献

国際調査を完了 した 日 国際調査報告の発送 日
2 6 . 0 3 . 2 0 1 3 0 9 . 0 4 . 2 0 3

国際調査機 関の名称及びあて先 特許庁審査官 （権限のある職員） 3 Ε 9 4 3 6

日本 国特許庁 （I S A J Ρ ) 岩 田 洋ー
郵便番号 1 0 0 — 8 9 1 5

東京都千代 田区霞が関三丁 目4 番 3 号 電話番号 0 3 — 3 5 8 1 — 1 1 0 1 内線 3 3 4 4
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